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東日本高速道路株式会社　

設　　計　　図

蛭川橋（上下線）

上信越自動車道 豊洲高架橋耐震補強工事



蛭川橋（下り線） Ｐ２橋脚（終点側） 落橋防止構造Ｃ１－Ｇ２ 構造詳細図（その１）～（その３）

蛭川橋（下り線） Ａ２橋台 落橋防止構造Ｐ１－Ｇ４ 構造詳細図（その１）～（その３）

蛭川橋（下り線） Ａ２橋台 落橋防止構造Ｐ１－Ｇ４ 構造詳細図（その４）（参考図）

蛭川橋（上り線） Ａ１橋台 横変位拘束構造Ｍ－Ｇ１構造詳細図（その１）

蛭川橋（上り線） Ａ１橋台 横変位拘束構造Ｍ－Ｇ１構造詳細図（その２）

蛭川橋（上り線） Ｐ２橋脚（起点側） 横変位拘束構造Ｍ－Ｇ２構造詳細図（その１）

蛭川橋（上り線） Ｐ２橋脚（起点側） 横変位拘束構造Ｍ－Ｇ２構造詳細図（その２）

蛭川橋（上り線） Ｐ２橋脚（終点側） 横変位拘束構造Ｍ－Ｇ３構造詳細図（その１）～（その３）

蛭川橋（上り線） Ａ２橋台 横変位拘束構造Ｍ－Ｇ４構造詳細図（その１）～（その４）

蛭川橋（下り線） Ａ１橋台 横変位拘束構造Ｍ－Ｇ５構造詳細図（その１）

蛭川橋（下り線） Ａ１橋台 横変位拘束構造Ｍ－Ｇ５構造詳細図（その２）

蛭川橋（下り線） Ｐ２橋脚（起点側）横変位拘束構造Ｍ－Ｇ６構造詳細図（その１）

蛭川橋（下り線） Ｐ２橋脚（起点側）横変位拘束構造Ｍ－Ｇ６構造詳細図（その２）

蛭川橋（下り線） Ｐ２橋脚（終点側）横変位拘束構造Ｍ－Ｇ７構造詳細図（その１）～（その３）

蛭川橋（下り線） Ａ２橋台 横変位拘束構造Ｍ－Ｇ８構造詳細図（その１）～（その３）

蛭川橋 (上下線)　塗替塗装・塗膜除去工　塗分け区分図

蛭川橋 (上り線) Ａ２橋台　断面補修工　Ａ１詳細図

蛭川橋 (下り線) Ｐ２橋脚　はく落防止対策工Ｂ１一般図

蛭川橋 (上下線) 交通規制工 車線規制 Ａ１

蛭川橋（下り線）通行止め計画図（参考図）

蛭川橋（上り線） Ａ２橋台 落橋防止構造Ｐ１－Ｇ３ 構造詳細図（その１）～（その４）

蛭川橋（上り線） Ａ２橋台 落橋防止構造Ｐ１－Ｇ３ 構造詳細図（その５）（参考図）

蛭川橋（下り線） Ａ１橋台 落橋防止構造Ｃ１－Ｇ１ 構造詳細図（その１）～（その３）

14

62 ～ 65

66

67

3 蛭川橋（上下線) 橋梁一般図（その１） 54

9

10

11

13 蛭川橋（下り線） Ｐ２橋脚 ＲＣ巻立て 一般図

蛭川橋（下り線） Ｐ２橋脚 構造物掘削図 普通部Ｂ 特殊部Ａ－Ｇ２

55

69

68

4

7 蛭川橋（上り線） Ｐ２橋脚 構造物掘削図 特殊部Ａ－Ｇ１ 58

59 ～ 61

5 蛭川橋（上下線) 耐震補強一般図

8

56

【  図 面 目 録  】

図 面 名 称 図 面 名 称図面番号 図面番号

1 蛭川橋（上下線) 数量総括表（１）

51 ～ 53蛭川橋（上下線) 数量総括表（２）2

48 ～ 50

18 蛭川橋（上り線） Ｐ２橋脚（起点側）縁端拡幅工Ｂ詳細図（その１）

16

17

29 蛭川橋（下り線） Ｐ２橋脚（終点側）縁端拡幅工Ｂ詳細図（その２）

30 蛭川橋（下り線） Ａ２橋台 縁端拡幅工Ｂ詳細図（その１）

蛭川橋（上り線） Ａ１橋台 落橋防止構造Ｐ１－Ｇ１ 構造詳細図（その４）（参考図）

蛭川橋（上り線） Ａ１橋台 縁端拡幅工Ｂ詳細図（その２） 77

78

79

80

蛭川橋（上り線） Ｐ２橋脚（起点側）縁端拡幅工Ｂ詳細図（その２）

蛭川橋（上り線） Ｐ２橋脚（終点側）縁端拡幅工Ｂ詳細図（その１）

19

45 ～ 47

40 ～ 43

36 ～ 38 蛭川橋（上り線） Ｐ２橋脚（終点側）落橋防止構造Ｐ１－Ｇ２ 構造詳細図（その１）～（その３）

82 ～ 85

86 ～ 89

蛭川橋（上り線） Ｐ２橋脚 ＲＣ巻立て 配筋図（その１）

蛭川橋（下り線） Ｐ２橋脚 ＲＣ巻立て 配筋図（その１）

蛭川橋（上り線） Ａ１橋台 縁端拡幅工Ｂ詳細図（その１）

57

81

73 ～ 75

76

蛭川橋（下り線） Ｐ２橋脚（起点側）縁端拡幅工Ｂ詳細図（その２）

70 ～ 72

21

22

20

39

44

28

25 蛭川橋（下り線） Ａ１橋台 縁端拡幅工Ｂ詳細図（その２）

26 蛭川橋（下り線） Ｐ２橋脚（起点側）縁端拡幅工Ｂ詳細図（その１）

27

蛭川橋（上り線） Ｐ２橋脚（終点側）縁端拡幅工Ｂ詳細図（その２）

蛭川橋（上り線） Ｐ２橋脚（終点側）落橋防止構造Ｐ１－Ｇ２ 構造詳細図（その４）（参考図）

蛭川橋（下り線） Ｐ２橋脚（終点側）縁端拡幅工Ｂ詳細図（その１）

蛭川橋 (上り線) Ｐ２橋脚　はく落防止対策工Ｂ１一般図

蛭川橋 (上り線) 施工要領図（その１）（参考図）～（その４）（参考図）

蛭川橋 (下り線) 施工要領図（その１）～（その４）（参考図）

蛭川橋（上下線) 橋梁一般図（その２）

12 蛭川橋（上り線） Ｐ２橋脚 ＲＣ巻立て 配筋図（その２）

15 蛭川橋（下り線） Ｐ２橋脚 ＲＣ巻立て 配筋図（その２）

31 蛭川橋（下り線） Ａ２橋台 縁端拡幅工Ｂ詳細図（その２）

蛭川橋（上り線） Ａ１橋台 落橋防止構造Ｐ１－Ｇ１ 構造詳細図（その１）～（その３）32 ～ 34

35

蛭川橋（上り線） Ａ２橋台 縁端拡幅工Ｂ詳細図（その１）

24 蛭川橋（下り線） Ａ１橋台 縁端拡幅工Ｂ詳細図（その１）

6 蛭川橋（上り線） Ｐ２橋脚 構造物掘削図 普通部Ｂ 特殊部Ａ－Ｇ１

23 蛭川橋（上り線） Ａ２橋台 縁端拡幅工Ｂ詳細図（その２）

蛭川橋（下り線） Ｐ２橋脚 構造物掘削図 特殊部Ａ－Ｇ２

蛭川橋（上り線） Ｐ２橋脚 ＲＣ巻立て 一般図



蛭川橋 (上下線)  数量総括表（１）

事務所名

設計会社名

縮　　　尺

図面の種類

図面番号

施工会社名

東日本高速道路株式会社　関東支社

大成エンジニアリング株式会社

長　 野 　工　 事　 事　 務　 所

上 信 越 自 動 車 道

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

蛭川橋 (上下線)  数量総括表（1）

ー
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蛭川橋 (上下線)  数量総括表（２）

事務所名

設計会社名

縮　　　尺

図面の種類

図面番号

施工会社名

東日本高速道路株式会社　関東支社

大成エンジニアリング株式会社

長　 野 　工　 事　 事　 務　 所

上 信 越 自 動 車 道

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

蛭川橋 (上下線)  数量総括表（２）

ー
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図面番号

大成エンジニアリング株式会社

事 務 所 名

設計会社名

縮　  　尺 1:1000

施工会社名

蛭川橋（上下線）

蛭川橋（上下線）　橋梁一般図（その１）

上 信 越 自 動 車 道 

平 面 図

側 面 図

S=1:1000

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事
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Ａ１橋台～Ｐ２橋脚
橋　　長

道路区分

型　　式

支　　間

有効幅員

荷　　重

横断勾配

縦断勾配

地震係数

コンクリート

鉄　　筋

50.100m 桁長

斜角

50.030m

第1種　2級　B規格(本線)

TL-20,TT-43

3径間連続PC中空床版橋

10.630m + 20.200m + 18.300m

9.250m 67°

0.4736%

3.00%

水平震度 KH=0.24

設計基準強度　σck=240kg/cm2

SD35

V.C.L=680m

σsa=1400kg/cm2

Ｐ２橋脚～Ａ２橋台
橋　　長

道路区分

型　　式

支　　間

有効幅員

荷　　重

横断勾配

縦断勾配

地震係数

コンクリート

鉄　　筋

適用示方書

60.000m 桁長

斜角

59.800m

第1種　2級　B規格(本線)

TL-20,TT-43

鋼2径間連続非合成鋼桁橋

28.500m + 30.500m

本線 9.250m ランプ 6.000m 60°

0.4736%

3.000%

水平震度 KH=0.24

設計基準強度　σck= 240kg/cm2

SD35

　昭和55年5月　道路橋示方書(基本詳細設計)

V.C.L=680m

σsa=1400kg/cm2

鋼　　材 SM50Y , SS41

　　昭和55年5月　道路橋示方書(上部工詳細設計)

適用示方書 　昭和55年5月　道路橋示方書(基本詳細設計)
　　昭和55年5月　道路橋示方書(上部工詳細設計)

22498364
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設　計　条　件
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図面の種類

長 野 工 事 事 務 所

東日本高速道路株式会社　関東支社

図面番号

大成エンジニアリング株式会社

事 務 所 名

設計会社名

縮　  　尺 図  示

施工会社名

蛭川橋（上下線）

蛭川橋（上下線）　橋梁一般図（その２）

上 信 越 自 動 車 道 

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事
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正 面 図
側 面 図

    1.施工前に既設形状寸法を確認すること。

    2.既設構造物の形状を現地計測の上、必要に応じて、

　　　施工内容を精査すること。
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構造物掘削　普通部B

構造物掘削　特殊部Ａ-Ｇ１

機械掘削（地表～-1.0m） 、人力掘削（-1.0m～-3.0m）

造物掘削　特殊部Ａ-Ｇ１

機械掘削

構造物掘削　普通部B

構造物掘削　特殊部Ａ－Ｇ１

構造物掘削　普通部B

構造物掘削　特殊部Ａ－Ｇ１

裏込め材t=200mm

ブロック張t=350mm

    3.土砂の数量は構造物掘削から護岸のブロック張り、

　　　天端コンクリート及び裏込め材を除くものとする。

　　　

ブロック張t=350mm

裏込め材t=200mm

天端コンクリート

天端コンクリート

ブロック張t=350mm

裏込め材t=200mm

天端コンクリート

ブロック張t=350mm

裏込め材t=200mm

天端コンクリート

ライナープレート

蛭川橋（上り線）Ｐ２橋脚　構造物掘削図　普通部Ｂ　特殊部Ａ－Ｇ１ S=1:200

蛭川橋(上り線) Ｐ２橋脚

番

設

名

尺

面

大成エンジニアリング株式会社

の種類図

縮

会計 社名

事 務 所

号面図

施 会工 社名

S=1:200

東日本高速道路株式会社　関東支社

上 信 越 自 動 車 道 

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

長 野 工 事 事 務 所

構造物掘削図　普通部Ｂ　特殊部Ａ－Ｇ１
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縦梁　 H-200×200× 8×12(山留材)
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切梁  腹起し

ライナープレート平面割付図
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断面図、側面図
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補強リング．．．6H-150x150x7x10x3919(円弧部)
補強リング．．．4H-150x150x7x10x5175(直線部)
補強リング．．．2H-150x150x7x10x3448(直線部)

補強リング割付図

材料表
名　　称 寸　　　　法 単体質量 数　量 質　量 備　　考

（mm） （kg） （kg）

ライナープレート（t=2.7mm）・・・H=3.0ｍ

　ライナープレート 2.7×500×1256(SP-8)        21.1          12       253.2 黒皮

ライナープレート 2.7×500×1570(SP-10)        26.0          90      2340.0 黒皮

ライナープレート 2.7×500×1570(JP-10)        26.0          12       312.0 黒皮

ライナープレート 2.7×500×1570(CP-10)        26.0          84      2184.0 黒皮

組立ボルト M16×30（4.6，LP用）       0.137        2096       287.2

組立ボルト M16×45（8.8，HR用）       0.158         978       154.5

小計      5530.9 kg

補強リング（H-150）・・・3リング（継ぎ手部　12個所／1リング）

補強リング H-150×150×7×10×3919       121.9          18      2194.2 黒皮,円弧部

補強リング H-150×150×7×10×5175       160.9          12      1930.8 黒皮,直線部

補強リング H-150×150×7×10×3448       107.2           6       643.2

継手板 PL-150×12×310        4.38          72       315.4 黒皮

継手ボルト M20×50(8.8)       0.275         576       158.4

ロックワッシャー M20ボルト用          －         288          －

小計      5242.0 kg

(支保工)

縦　梁 H-200×200×8×12×3150       173.2          14      2424.8 山留材（リース品）

切　梁 H-200×200×8×12×6350       349.2           4      2095.2

腹起し H-300×300×10×15×14016      1401.6           4      5606.4

小計      9886.2 kg

合計     20659.1 kg
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切　梁 H-200×200×8×12×2075       114.1           4       456.4

黒皮,直線部

切梁　 H-200×200× 8×12(山留材)
腹起し H-300×300×10×15(山留材)

S=1:200

S=1:200

S=1:200

S=1:50 S=1:20

S=1:25

山留材（リース品）

山留材（リース品）

山留材（リース品）

番

設

名

尺

面

大成エンジニアリング株式会社

の種類図

縮

会計 社名

事 務 所

号面図

施 会工 社名

図   示

東日本高速道路株式会社　関東支社

上 信 越 自 動 車 道 

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

長 野 工 事 事 務 所

蛭川橋（上り線）　Ｐ２橋脚　構造物掘削図　特殊部Ａ－Ｇ１

蛭川橋(上り線) Ｐ２橋脚

構造物掘削図　特殊部Ａ－Ｇ１
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正 面 図

平 面 図

側 面 図

    1.施工前に既設形状寸法を確認すること。

    2.既設構造物の形状を現地計測の上、必要に応じて、

　　　施工内容を精査すること。

注記）
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構造物掘削　特殊部Ａ－Ｇ２

機械掘削（地表～-1.0m） 、人力掘削（-1.0m～-3.0m）

構造物掘削　普通部B

構造物掘削　特殊部Ａ－Ｇ２

機械掘削

構造物掘削　特殊部Ａ－Ｇ２

構造物掘削　普通部B

8878 2200 3246

構造物掘削　特殊部Ａ－Ｇ２

構造物掘削　普通部B

裏込め材t=200mm
ブロック張t=350mm

天端コンクリート

ブロック張t=350mm

裏込め材t=200mm

天端コンクリート

    3.土砂の数量は構造物掘削から護岸のブロック張り、

　　　天端コンクリート及び裏込め材を除くものとする。

　　　

ブロック張t=350mm

裏込め材t=200mm

天端コンクリート

ブロック張t=350mm

裏込め材t=200mm

天端コンクリート

ライナープレート

蛭川橋（下り線）　Ｐ２橋脚　構造物掘削図　普通部Ｂ　特殊部Ａ-Ｇ２ S=1:200
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面

大成エンジニアリング株式会社

の種類図

縮

会計 社名

事 務 所

号面図

施 会工 社名

S=1:200

東日本高速道路株式会社　関東支社

上 信 越 自 動 車 道 

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

長 野 工 事 事 務 所

蛭川橋(下り線) Ｐ２橋脚

構造物掘削図　普通部Ｂ　特殊部Ａ-Ｇ２
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継手ボルト　M20x50(8.8)

継手板　PL-150x12x310

組立ボルト　M16x45(8.8)
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M20ボルト用

ロックワッシャー

φ25孔

φ22孔

t=12

R 3750

名　　称 寸　　　　法 単体質量 数　量 質　量 備　　考

（mm） （kg） （kg）

ライナープレート（t=2.7mm）・・・H=3.0ｍ
　

ライナープレート 2.7×500×1256(SP-8)        21.1          24       506.4 黒皮

ライナープレート 2.7×500×1570(SP-10)        26.0          36       936.0 黒皮

ライナープレート 2.7×500×1570(JP-10)        26.0          12       312.0 黒皮

ライナープレート 2.7×500×1570(CP-10)        26.0          84      2184.0 黒皮

組立ボルト M16×30（4.6，LP用）       0.137        1632       223.6

組立ボルト M16×45（8.8，HR用）       0.158         756       119.4

小計      4281.4 kg

補強リング（H-150）・・・3リング（継ぎ手部　10個所／1リング）

補強リング H-150×150×7×10×3919       121.9          18      2194.2

補強リング H-150×150×7×10×3605       112.1           6       672.6

補強リング H-150×150×7×10×4390       136.5           6       819.0

継手板 PL-150×12×310        4.38          60       262.8 黒皮

継手ボルト M20×50(8.8)       0.275         480       132.0

ロックワッシャー M20ボルト用          －         240          －

小計      4080.6 kg

(支保工)

縦　梁 H-200×200×8×12×3150       173.2           8      1385.6 山留材(リース材)

切　梁 H-200×200×8×12×6350       349.2           4      1396.8 山留材(リース材)

腹起し H-300×300×10×15×8207       820.7           4      3282.8 山留材(リース材)

小計      6065.2 kg

合計     14427.2 kg
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補強リング．．．6H-150x150x7x10x3919(円弧部)
補強リング．．．2H-150x150x7x10x3605(直線部)
補強リング．．．2H-150x150x7x10x4390(直線部)
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腹起し H-300×300×10×15(山留材)
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ライナープレート平面割付図 S=1:200

補強リング割付図 S=1:200

断面図、側面図 S=1:200

軸方向継手板詳細図（矢視）

ライナープレート詳細図 補強リング継手詳細図S=1:50 S=1:20

S=1:25

材料表

蛭川橋(下り線) Ｐ２橋脚

番

設

名

尺

面

大成エンジニアリング株式会社

の種類図

縮

会計 社名

事 務 所

号面図

施 会工 社名

図   示

東日本高速道路株式会社　関東支社

上 信 越 自 動 車 道 

長 野 工 事 事 務 所

蛭川橋（下り線）　Ｐ２橋脚　構造物掘削図　特殊部Ａ－Ｇ２

構造物掘削図　特殊部Ａ－Ｇ２

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事
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1
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1
5
47

1
1
49

1
1
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2

P
1側

P
3側

1

3
64

a部

(既設柱部)250(巻立増厚部)

排水勾配2%

シール材

表面処理工
コンクリート

a部詳細図 S=1:20

RC巻立て

t=250mm

b部詳細図 S=1:20

表面処理工
コンクリート

フーチング

250(巻立増厚部)(既設柱部)

t=250mm
RC巻立て

5

30x30

b部

3
64

1 - 1 2 - 2
4 - 43 - 3

2

1

5 - 5

34

34

RC巻立て

t=250mm

5
5
35

9
4
49

2
32

2
5
33

1
1
49

5 5

RC巻立て

t=250mm

RC巻立て

t=250mm

RC巻立て

t=250mm

1
13
42

RC巻立て

t=250mm

耐震補強用 耐震補強用

使用材料

既設部
コンクリート

補強部

SD35

σck=240kg/cm2

鉄筋

コンクリート

鉄筋 SD345

σck=30N/mm2

▽357.549
▽357.935

▽357.742

▽356.593▽356.733

蛭川橋（上り線）　Ｐ２橋脚　ＲＣ巻立て 一般図 S=1:200

蛭川橋（上り線）　Ｐ２橋脚

ＲＣ巻立て補強一般図

番

設

名

尺

面

大成エンジニアリング株式会社

の種類図

縮

会計 社名

事 務 所

号面図

施 会工 社名

図   示

東日本高速道路株式会社　関東支社

上 信 越 自 動 車 道 

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

長 野 工 事 事 務 所

注記）

    1.施工前に既設形状寸法を確認すること。

    3.補強部分(既設面)は、 ＷＪによる表面処理を行うこと。

    2.既設構造物の形状を現地計測の上、必要に応じて、

　　　施工内容を精査すること。
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かぶり詳細図 S=1:20

柱主鉄筋 D22

組立用アンカー D13
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250 既設柱部
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柱帯鉄筋

D22ctc150
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50

1
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6
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5

4

4

フレアー溶接詳細図

溶接ビート

2010D=22020

D22用

D
22

D
22

a

a

a - a

a=5.6

S
=
11

D : 鉄筋径(呼び径)

a : a=0.39・D-3(D≦22)

S : 溶接ビート幅

    a=0.39・D-4(22＜D)

S
=
11

3 3

1
C

D22

1
C

D22

1
C

D221
C

D22

1
C

D22 1
C

D22

3
C

D22 2
C

D222
C

D22

2

1

2

1

2
C

D22 3
C

D22 2
C

D22

蛭川橋（上り線）　Ｐ２橋脚　ＲＣ巻立て 配筋図（その１）

蛭川橋（上り線）　Ｐ２橋脚

ＲＣ巻立て配筋図（その１）

番

設

名

尺

面

大成エンジニアリング株式会社

の種類図

縮

会計 社名

事 務 所

号面図

施 会工 社名

図   示

東日本高速道路株式会社　関東支社

長 野 工 事 事 務 所

上 信 越 自 動 車 道 

S=1:100

  1.図面上の既設構造物の出来高に関する寸法は施工

    前に十分確認すること。

  3.RC巻立て工のコンクリート設計基準強度はσck＝

    30N/mm2を標準とし、鉄筋はSD345を使用する。

  4.帯鉄筋はフレアー溶接とし、継手位置は千鳥配置と

  5.鉄筋曲げ加工は鉄筋中心で示している。

  2.既設コンクリートに対する削孔の際には、鉄筋探査

    等を実施して既設鉄筋位置を確認し、既設鉄筋を

　　切断しないように注意すること。

  　すること。

注記）

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事
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2700
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113

137

250

113

137

2200

2
6
96

9
86

2
32

1
00

85

1
C

D22 1
C

D22

差し筋アンカー

削孔
φ18ｘ58

（M12×52）

M12×20

組立て筋アンカー詳細図(参考図) S=1:4

既設橋脚 0
C

D13

20

(M12ネジ加工)

※1本/約1ｍ2程度、設置する。

R39

118

61

61

137

組立筋加工図(参考図) S=1:20

157-D13 x 2400
C

5
4
35

100-D22 x 54401
C

2
5
18

鉄筋加工寸法表

5

θ＝135°

減長

264 95

ｂａ

=2L-a

減長

θ＝90°

28264

ｂ 減長

 66

ａ
径

D22

θ≦90°

R=3.0φ

θ＞90°

R=5.5φ

L

L

R

a

b

θ

φ

φ

L

L
b

θ

R

121 104

a

1C

kg5091

kg合  計

鉄筋質量合計

T鉄筋

フレアー溶接箇所数

D22 148 箇所

D22 kg

5091

5091

鉄筋質量表

D22

C 2 D22

注）:( )はフレアー溶接箇所数を示す。

(74)

5440 100 3.04 16.5 1650

9300 74 28.3 2094

4000

260

フレアー溶接

6000

260

2838

260 260

74-D22 x 93002
C

2
C

2
C

D22

74-D22 x 60003
C

3
C

フレアー溶接

フレアー溶接

フレアー溶接

C 3 D22 (74)6000 74 18.2 1347

3.04

3.04

本数径
(mm)

長　さ
(mm)

符  号
(kg)(kg/m)

１本当り質量
(kg)
質  量 摘     要単位質量

番

設

名

尺

面

大成エンジニアリング株式会社

の種類図

縮

会計 社名

事 務 所

号面図

施 会工 社名

図   示

東日本高速道路株式会社　関東支社

長 野 工 事 事 務 所

上 信 越 自 動 車 道 

  1.図面上の既設構造物の出来高に関する寸法は施工

    前に十分確認すること。

  3.RC巻立て工のコンクリート設計基準強度はσck＝

    30N/mm2を標準とし、鉄筋はSD345を使用する。

  4.帯鉄筋はフレアー溶接とし、継手位置は千鳥配置と

  5.鉄筋曲げ加工は鉄筋中心で示している。

  2.既設コンクリートに対する削孔の際には、鉄筋探査

    等を実施して既設鉄筋位置を確認し、既設鉄筋を

　　切断しないように注意すること。

  　すること。

蛭川橋（上り線）　Ｐ２橋脚　ＲＣ巻立て 配筋図（その２） S=1:100

蛭川橋（上り線）　Ｐ２橋脚

ＲＣ巻立て配筋図（その２）

注記）

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事
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(既設柱部)250(巻立増厚部)

排水勾配2%

シール材

表面処理工
コンクリート

a部詳細図 S=1:20

RC巻立て

t=250mm

b部詳細図 S=1:20

表面処理工
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フーチング

250(巻立増厚部)(既設柱部)

t=250mm
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1
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RC巻立て

t=250mm

耐震補強用
耐震補強用

既設使用材料

既設部
コンクリート

補強部

SD35

σck=240kg/cm2

鉄筋

コンクリート

鉄筋

σck=30N/mm2

SD345

2
5
61

1
1
66

▽357.823

▽356.657

▽357.684

▽356.518

蛭川橋（下り線）　Ｐ２橋脚　ＲＣ巻立て 一般図 S=1:200

蛭川橋（下り線）　Ｐ２橋脚

ＲＣ巻立て一般図

番

設

名

尺

面

大成エンジニアリング株式会社

の種類図

縮

会計 社名

事 務 所

号面図

施 会工 社名

図   示

東日本高速道路株式会社　関東支社

上 信 越 自 動 車 道 

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

長 野 工 事 事 務 所

    1.施工前に既設形状寸法を確認すること。

    3.補強部分(既設面)は、 ＷＪによる表面処理を行うこと。

    2.既設構造物の形状を現地計測の上、必要に応じて、

　　　施工内容を精査すること。

注記）
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かぶり詳細図 S=1:20

柱主鉄筋 D22

組立用アンカー D13

80

250 既設柱部

88

柱帯鉄筋

D16ctc150

107 143

3 - 3

6

6

5

5

4

4

2

1

2

1

フレアー溶接詳細図

溶接ビート

2010D=16020

D16用

D
16

D
16

a

a

a - a

a=3.2

S
=8

D : 鉄筋径(呼び径)

a : a=0.39・D-3(D≦22)

S : 溶接ビート幅

    a=0.39・D-4(22＜D)

S
=8

1
C

D22

1
C

D22

1
C

D22

1
C

D22
2

C
D16

1
C

D22

1
C

D221
C

D22

2
C

D16

番

設

名

尺

面

大成エンジニアリング株式会社

の種類図

縮

会計 社名

事 務 所

号面図

施 会工 社名

図   示

東日本高速道路株式会社　関東支社

長 野 工 事 事 務 所

上 信 越 自 動 車 道 

蛭川橋（下り線）　Ｐ２橋脚　ＲＣ巻立て 配筋図（その１） S=1:100

蛭川橋（下り線）　Ｐ２橋脚

ＲＣ巻立て配筋図（その１）

  1.図面上の既設構造物の出来高に関する寸法は施工

    前に十分確認すること。

  3.RC巻立て工のコンクリート設計基準強度はσck＝

    30N/mm2を標準とし、鉄筋はSD345を使用する。

  4.帯鉄筋はフレアー溶接とし、継手位置は千鳥配置と

  5.鉄筋曲げ加工は鉄筋中心で示している。

  2.既設コンクリートに対する削孔の際には、鉄筋探査

    等を実施して既設鉄筋位置を確認し、既設鉄筋を

　　切断しないように注意すること。

  　すること。

注記）

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事
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6 - 6

鉄筋加工寸法表

5

4

θ＝135°

減長

264

192

 95

 69

ｂａ

=2L-a

減長

θ＝90°

28

21

264

192

ｂ 減長

 66

 48

ａ
径

D22

D16

θ≦90°

R=3.0φ

θ＞90°

R=5.5φ

L

L

R

a

b

θ

φ

φ

L

L
b

θ

R

121

 88

104

 75

a

1C

kg2136

kg合  計

鉄筋質量合計

T鉄筋

フレアー溶接箇所数

D16 76 箇所

D22 kg

2136

1042

鉄筋質量表

D22

C 2 D16

注）:( )はフレアー溶接箇所数を示す。

(76)

D16 kg1094

5530 62 3.04 16.8 1042

9210 76 1.56 14.4 1094

差し筋アンカー

削孔
φ18ｘ58

（M12×52）

M12×20

組立て筋アンカー詳細図(参考図) S=1:4

既設橋脚 0
C

D13

20

(M12ネジ加工)

※1本/約1ｍ2程度、設置する。

R39

124

61

61

143

組立筋加工図(参考図) S=1:20

95-D13 x 2500
C

1
C

D22

2
C

D16

1
C

D22

5
5
22

62-D22 x 55301
C

2
5
24

5000

200

フレアー溶接

1724

200

76-D16 x 92102
C

フレアー溶接

2
C

本数径
(mm)

長　さ
(mm)

符  号
(kg)(kg/m)

１本当り質量
(kg)
質  量 摘     要単位質量

蛭川橋（下り線）　Ｐ２橋脚　ＲＣ巻立て 配筋図（その２）

蛭川橋（下り線）　Ｐ２橋脚

ＲＣ巻立て配筋図（その２）

番

設

名

尺

面

大成エンジニアリング株式会社

の種類図

縮

会計 社名

事 務 所

号面図

施 会工 社名

図   示

東日本高速道路株式会社　関東支社

長 野 工 事 事 務 所

上 信 越 自 動 車 道 

S=1:100

  1.図面上の既設構造物の出来高に関する寸法は施工

    前に十分確認すること。

  3.RC巻立て工のコンクリート設計基準強度はσck＝

    30N/mm2を標準とし、鉄筋はSD345を使用する。

  4.帯鉄筋はフレアー溶接とし、継手位置は千鳥配置と

  5.鉄筋曲げ加工は鉄筋中心で示している。

  2.既設コンクリートに対する削孔の際には、鉄筋探査

    等を実施して既設鉄筋位置を確認し、既設鉄筋を

　　切断しないように注意すること。

  　すること。

注記）

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事
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縁端拡幅工Ｂ詳細図（その１）
図面の種類

長 野 工 事 事 務 所

東日本高速道路株式会社　関東支社

図面番号

大成エンジニアリング株式会社

事 務 所 名

設計会社名

縮　  　尺 1:75

施工会社名

上 信 越 自 動 車 道

蛭川橋（上り線）　Ａ１橋台　

縁端拡幅工Ｂ

配置図

注記）

S=1:75

　1.コンクリートの設計基準強度はσck=30N/mm2とし、

　　鉄筋はSD345を使用する。

　3.施工に際しては現地計測を行い、実測結果を反映

　4.既設コンクリート表面は、新旧コンクリートの付着性

　5.アンカー削孔前に鉄筋探査を行い、既設鉄筋を避け

　2.既設構造物の形状を現地計測の上、必要に応じて、

　　施工内容を精査すること。

　　をよくするため、WJによる表面処理を行うこと。

　　て施工のこと。

　　のこと。

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事
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配筋図

縁端拡幅工Ｂ詳細図（その２）
図面の種類

長 野 工 事 事 務 所

東日本高速道路株式会社　関東支社

図面番号

大成エンジニアリング株式会社

事 務 所 名

設計会社名

縮　  　尺 図  示

施工会社名

上 信 越 自 動 車 道

蛭川橋（上り線）　Ａ１橋台　

注記）

S=1:75

　1.コンクリートの設計基準強度はσck=30N/mm2とし、

　　鉄筋はSD345を使用する。

　3.施工に際しては現地計測を行い、実測結果を反映

　4.既設コンクリート表面は、新旧コンクリートの付着性

　5.アンカー削孔前に鉄筋探査を行い、既設鉄筋を避け

　2.既設構造物の形状を現地計測の上、必要に応じて、

　　施工内容を精査すること。

　　をよくするため、WJによる表面処理を行うこと。

　　て施工のこと。

　　のこと。

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事
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縁端拡幅工Ｂ詳細図（その１）
図面の種類

長 野 工 事 事 務 所

東日本高速道路株式会社　関東支社

図面番号

大成エンジニアリング株式会社

事 務 所 名

設計会社名

縮　  　尺 1:75

施工会社名

上 信 越 自 動 車 道

蛭川橋（上り線）　Ｐ２橋脚（起点側）　

縁端拡幅工Ｂ

配置図

注記）

S=1:75

　1.コンクリートの設計基準強度はσck=30N/mm2とし、

　　鉄筋はSD345を使用する。

　3.施工に際しては現地計測を行い、実測結果を反映

　4.既設コンクリート表面は、新旧コンクリートの付着性

　5.アンカー削孔前に鉄筋探査を行い、既設鉄筋を避け

　2.既設構造物の形状を現地計測の上、必要に応じて、

　　施工内容を精査すること。

　　をよくするため、WJによる表面処理を行うこと。

　　て施工のこと。

　　のこと。
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配筋図

縁端拡幅工Ｂ詳細図（その２）
図面の種類
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東日本高速道路株式会社　関東支社

図面番号
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縮　  　尺 図  示

施工会社名

上 信 越 自 動 車 道

蛭川橋（上り線）　Ｐ２橋脚（起点側）　

注記）

S=1:75

　1.コンクリートの設計基準強度はσck=30N/mm2とし、

　　鉄筋はSD345を使用する。

　3.施工に際しては現地計測を行い、実測結果を反映

　4.既設コンクリート表面は、新旧コンクリートの付着性

　5.アンカー削孔前に鉄筋探査を行い、既設鉄筋を避け

　2.既設構造物の形状を現地計測の上、必要に応じて、

　　施工内容を精査すること。

　　をよくするため、WJによる表面処理を行うこと。

　　て施工のこと。

　　のこと。
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配置図

注記）

S=1:75

　1.コンクリートの設計基準強度はσck=30N/mm2とし、

　　鉄筋はSD345を使用する。

　3.施工に際しては現地計測を行い、実測結果を反映

　4.既設コンクリート表面は、新旧コンクリートの付着性

　5.アンカー削孔前に鉄筋探査を行い、既設鉄筋を避け

　2.既設構造物の形状を現地計測の上、必要に応じて、

　　施工内容を精査すること。

　　をよくするため、WJによる表面処理を行うこと。

　　て施工のこと。

　　のこと。
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S=1:75蛭川橋（上り線）Ｐ２橋脚（終点側）縁端拡幅工Ｂ詳細図（その２）
縁端拡幅工Ｂ

配筋図

縁端拡幅工Ｂ詳細図（その２）
図面の種類

長 野 工 事 事 務 所

東日本高速道路株式会社　関東支社

図面番号

大成エンジニアリング株式会社

事 務 所 名

設計会社名

縮　  　尺 図  示

施工会社名

上 信 越 自 動 車 道

蛭川橋（上り線）　Ｐ２橋脚（終点側）　

注記）

　1.コンクリートの設計基準強度はσck=30N/mm2とし、

　　鉄筋はSD345を使用する。

　3.施工に際しては現地計測を行い、実測結果を反映

　4.既設コンクリート表面は、新旧コンクリートの付着性

　5.アンカー削孔前に鉄筋探査を行い、既設鉄筋を避け

　2.既設構造物の形状を現地計測の上、必要に応じて、

　　施工内容を精査すること。

　　をよくするため、WJによる表面処理を行うこと。

　　て施工のこと。

　　のこと。

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事
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蛭川橋（上り線）Ａ２橋台　縁端拡幅工Ｂ詳細図（その１）

縁端拡幅工Ｂ詳細図（その１）
図面の種類

長 野 工 事 事 務 所

東日本高速道路株式会社　関東支社

図面番号

大成エンジニアリング株式会社

事 務 所 名

設計会社名

縮　  　尺 1:75

施工会社名

上 信 越 自 動 車 道

蛭川橋（上り線）　Ａ２橋台　

縁端拡幅工Ｂ

配置図

注記）

S=1:75

　1.コンクリートの設計基準強度はσck=30N/mm2とし、

　　鉄筋はSD345を使用する。

　3.施工に際しては現地計測を行い、実測結果を反映

　4.既設コンクリート表面は、新旧コンクリートの付着性

　5.アンカー削孔前に鉄筋探査を行い、既設鉄筋を避け

　2.既設構造物の形状を現地計測の上、必要に応じて、

　　施工内容を精査すること。

　　をよくするため、WJによる表面処理を行うこと。

　　て施工のこと。

　　のこと。

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

　6.縁端拡幅工及びRC巻立てと、断面修復工が重複している

　　範囲のＷＪ施工数量については、コンクリートはつり工で

　　計上している。
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S=1:75蛭川橋（上り線）Ａ２橋台　縁端拡幅工Ｂ詳細図（その２）
縁端拡幅工Ｂ

配筋図

縁端拡幅工Ｂ詳細図（その２）
図面の種類

長 野 工 事 事 務 所

東日本高速道路株式会社　関東支社

図面番号

大成エンジニアリング株式会社

事 務 所 名

設計会社名

縮　  　尺 図  示

施工会社名

上 信 越 自 動 車 道

蛭川橋（上り線）　Ａ２橋台　

注記）

　1.コンクリートの設計基準強度はσck=30N/mm2とし、

　　鉄筋はSD345を使用する。

　3.施工に際しては現地計測を行い、実測結果を反映

　4.既設コンクリート表面は、新旧コンクリートの付着性

　5.アンカー削孔前に鉄筋探査を行い、既設鉄筋を避け

　2.既設構造物の形状を現地計測の上、必要に応じて、

　　施工内容を精査すること。

　　をよくするため、WJによる表面処理を行うこと。

　　て施工のこと。

　　のこと。

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

　6.縁端拡幅工及びRC巻立てと、断面修復工が重複している

　　範囲のＷＪ施工数量については、コンクリートはつり工で

　　計上している。
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蛭川橋（下り線）Ａ１橋台　縁端拡幅工Ｂ詳細図（その１）
縁端拡幅工Ｂ

配置図

S=1:50

縁端拡幅工Ｂ詳細図（その１）
図面の種類

長 野 工 事 事 務 所

東日本高速道路株式会社　関東支社

図面番号

大成エンジニアリング株式会社

事 務 所 名

設計会社名

縮　  　尺 1:50

施工会社名

上 信 越 自 動 車 道

蛭川橋（下り線）　Ａ１橋台　

注記）

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

　1.コンクリートの設計基準強度はσck=30N/mm2とし、

　　鉄筋はSD345を使用する。

　3.施工に際しては現地計測を行い、実測結果を反映

　4.既設コンクリート表面は、新旧コンクリートの付着性

　5.アンカー削孔前に鉄筋探査を行い、既設鉄筋を避け

　2.既設構造物の形状を現地計測の上、必要に応じて、

　　施工内容を精査すること。

　　をよくするため、WJによる表面処理を行うこと。

　　て施工のこと。

　　のこと。
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蛭川橋（下り線）　Ａ１橋台　縁端拡幅工Ｂ詳細図（その２）
縁端拡幅工Ｂ

配筋図

注記）

S=1:50

縁端拡幅工Ｂ詳細図（その２）
図面の種類

長 野 工 事 事 務 所

東日本高速道路株式会社　関東支社

図面番号

大成エンジニアリング株式会社

事 務 所 名

設計会社名

縮　  　尺 図  示

施工会社名

上 信 越 自 動 車 道

蛭川橋（下り線）　Ａ１橋台　

　1.コンクリートの設計基準強度はσck=30N/mm2とし、

　　鉄筋はSD345を使用する。

　3.施工に際しては現地計測を行い、実測結果を反映

　4.既設コンクリート表面は、新旧コンクリートの付着性

　5.アンカー削孔前に鉄筋探査を行い、既設鉄筋を避け

　2.既設構造物の形状を現地計測の上、必要に応じて、

　　施工内容を精査すること。

　　をよくするため、WJによる表面処理を行うこと。

　　て施工のこと。

　　のこと。

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事
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蛭川橋（下り線）Ｐ２橋脚（起点側）縁端拡幅工Ｂ詳細図（その１）
縁端拡幅工Ｂ

配置図

S=1:75

縁端拡幅工Ｂ詳細図（その１）
図面の種類

長 野 工 事 事 務 所

東日本高速道路株式会社　関東支社

図面番号

大成エンジニアリング株式会社

事 務 所 名

設計会社名

縮　  　尺 1:75

施工会社名

上 信 越 自 動 車 道

蛭川橋（下り線）　Ｐ２橋脚（起点側）　

注記）

　1.コンクリートの設計基準強度はσck=30N/mm2とし、

　　鉄筋はSD345を使用する。

　3.施工に際しては現地計測を行い、実測結果を反映

　4.既設コンクリート表面は、新旧コンクリートの付着性

　5.アンカー削孔前に鉄筋探査を行い、既設鉄筋を避け

　2.既設構造物の形状を現地計測の上、必要に応じて、

　　施工内容を精査すること。

　　をよくするため、WJによる表面処理を行うこと。

　　て施工のこと。

　　のこと。
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鉄筋加工寸法表
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アンカーボルト定着部詳細図　S=1:10

種別 径 長　　さ 本数 単位質量 質　　量１本当り質量 摘　　要
(mm) (kg/m) (kg) (kg)

鉄筋質量表

kg1720小計

kg1720合計

鉄筋質量合計
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蛭川橋（下り線）Ｐ２橋脚（起点側）縁端拡幅工Ｂ詳細図（その２）
縁端拡幅工Ｂ

配筋図

S=1:50

縁端拡幅工Ｂ詳細図（その２）
図面の種類

長 野 工 事 事 務 所

東日本高速道路株式会社　関東支社

図面番号

大成エンジニアリング株式会社

事 務 所 名

設計会社名

縮　  　尺 図  示

施工会社名

上 信 越 自 動 車 道

蛭川橋（下り線）　Ｐ２橋脚（起点側）　

注記）

　1.コンクリートの設計基準強度はσck=30N/mm2とし、

　　鉄筋はSD345を使用する。

　3.施工に際しては現地計測を行い、実測結果を反映

　4.既設コンクリート表面は、新旧コンクリートの付着性

　5.アンカー削孔前に鉄筋探査を行い、既設鉄筋を避け

　2.既設構造物の形状を現地計測の上、必要に応じて、

　　施工内容を精査すること。

　　をよくするため、WJによる表面処理を行うこと。

　　て施工のこと。

　　のこと。
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蛭川橋（下り線）Ｐ２橋脚（終点側）縁端拡幅工Ｂ詳細図（その１）
縁端拡幅工Ｂ

配置図

S=1:75

縁端拡幅工Ｂ詳細図（その１）
図面の種類

長 野 工 事 事 務 所

東日本高速道路株式会社　関東支社

図面番号

大成エンジニアリング株式会社

事 務 所 名

設計会社名

縮　  　尺 1:75

施工会社名

上 信 越 自 動 車 道

蛭川橋（下り線）　Ｐ２橋脚（終点側）　

注記）

　1.コンクリートの設計基準強度はσck=30N/mm2とし、

　　鉄筋はSD345を使用する。

　3.施工に際しては現地計測を行い、実測結果を反映

　4.既設コンクリート表面は、新旧コンクリートの付着性

　5.アンカー削孔前に鉄筋探査を行い、既設鉄筋を避け

　2.既設構造物の形状を現地計測の上、必要に応じて、

　　施工内容を精査すること。

　　をよくするため、WJによる表面処理を行うこと。

　　て施工のこと。

　　のこと。
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鉄筋加工寸法表
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アンカーボルト定着部詳細図　S=1:10

種別 径 長　　さ 本数 単位質量 質　　量１本当り質量 摘　　要
(mm) (kg/m) (kg) (kg)

鉄筋質量表

kg637小計

kg637合計

鉄筋質量合計

D25 3.98910 88 3.62 319

3H D13 640 4 0.637 3

D16 1.5611010 8 17.2 138

2H D16 1.561260 90 1.97 177
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縁端拡幅工Ｂ

配筋図

縁端拡幅工Ｂ詳細図（その２）
図面の種類

長 野 工 事 事 務 所

東日本高速道路株式会社　関東支社

図面番号

大成エンジニアリング株式会社

事 務 所 名

設計会社名

縮　  　尺 図  示

施工会社名

上 信 越 自 動 車 道

蛭川橋（下り線）　Ｐ２橋脚（終点側）　

注記）

　1.コンクリートの設計基準強度はσck=30N/mm2とし、

　　鉄筋はSD345を使用する。

　3.施工に際しては現地計測を行い、実測結果を反映

　4.既設コンクリート表面は、新旧コンクリートの付着性

　5.アンカー削孔前に鉄筋探査を行い、既設鉄筋を避け

　2.既設構造物の形状を現地計測の上、必要に応じて、

　　施工内容を精査すること。

　　をよくするため、WJによる表面処理を行うこと。

　　て施工のこと。

　　のこと。

S=1:50
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配筋図

S=1:75

縁端拡幅工Ｂ詳細図（その１）
図面の種類

長 野 工 事 事 務 所

東日本高速道路株式会社　関東支社

図面番号

大成エンジニアリング株式会社

事 務 所 名

設計会社名

縮　  　尺 1:75

施工会社名

上 信 越 自 動 車 道

蛭川橋（下り線）　Ａ２橋台

注記）

　1.コンクリートの設計基準強度はσck=30N/mm2とし、

　　鉄筋はSD345を使用する。

　3.施工に際しては現地計測を行い、実測結果を反映

　4.既設コンクリート表面は、新旧コンクリートの付着性

　5.アンカー削孔前に鉄筋探査を行い、既設鉄筋を避け

　2.既設構造物の形状を現地計測の上、必要に応じて、

　　施工内容を精査すること。

　　をよくするため、WJによる表面処理を行うこと。

　　て施工のこと。

　　のこと。
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種別 径 長　　さ 本数 単位質量 質　　量１本当り質量 摘　　要
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蛭川橋（下り線）Ａ２橋台　縁端拡幅工Ｂ詳細図（その２）
縁端拡幅工Ｂ

配筋図

注記）

S=1:50

縁端拡幅工Ｂ詳細図（その２）
図面の種類

長 野 工 事 事 務 所

東日本高速道路株式会社　関東支社

図面番号

大成エンジニアリング株式会社

事 務 所 名

設計会社名

縮　  　尺 図  示

施工会社名

上 信 越 自 動 車 道

蛭川橋（下り線）　Ａ２橋台　

　1.コンクリートの設計基準強度はσck=30N/mm2とし、

　　鉄筋はSD345を使用する。

　3.施工に際しては現地計測を行い、実測結果を反映

　4.既設コンクリート表面は、新旧コンクリートの付着性

　5.アンカー削孔前に鉄筋探査を行い、既設鉄筋を避け

　2.既設構造物の形状を現地計測の上、必要に応じて、

　　施工内容を精査すること。

　　をよくするため、WJによる表面処理を行うこと。

　　て施工のこと。

　　のこと。

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

31 / 89



平 面 図

正 面 図
側 面 図(1-1)

579 500 1094

A1

P1側

1
35

9
50

376 718

1
35 1
35 1
35 1
35

3680 3@4449=13341 2782

3680 3@4449=13341 2782

1

17967750 750

19467

19803

19803

S1
S2 S3

S4

S1 S2 S3 S4

3680 3@4449=13341 2782

5
00

5
00

1
0
00

3
44

6
56

A1

P
1側

19803

65
°
11
'1
7"

15913 3890

9
50

250

アンカーボルトD29(SD345)

埋込み長=435mm

アンカーボルトD38 (SD345)
埋込み長=570mm

落橋防止構造

全2本

2

縁端拡幅工Ｂ

2
50

縁端拡幅工Ｂ

4469 10897 4437

4469 10897 4437

2092

4
98

4
98

5
03

落橋防止構造P1-G1

全2本

2593

2052

1770

2053

1770

落橋防止構造

全2本

9
50

TYPE BTYPE A

側 面 図(2-2)

579 500 1094

A1

P1側

1
35

9
50

376 718

縁端拡幅工Ｂ

9
50

250

アンカーボルトD29(SD345)

埋込み長=435mm

アンカーボルトD38 (SD345)
埋込み長=570mm

5
03

落橋防止構造

全2本

 全周にシ-ル材 20x20

不陸調整樹脂パテ材
t=5mm

2633

7
°

1
2
'1 4"

2092

7
°

1
2
'1 4"

21°51'29" 23°58'36
"

下部工ブラケット

縁端拡幅工Ｂ 全周にシ-ル材 20x20

不陸調整樹脂パテ材
t=5mm

下部工ブラケット

PC鋼材

アンカーバー

1770

 全周にシ-ル材 20x20

1770

 全周にシ-ル材 20x20

死荷重反力

設計水平力

１本当たりの引張力

設計遊間量

1700 ｋN

2550 ｋN

 1286 ｋN

 250 ｍｍ

図面の種類

長 野 工 事 事 務 所

東日本高速道路株式会社　関東支社

図面番号

大成エンジニアリング株式会社

事 務 所 名

設計会社名

縮　  　尺 1:75

施工会社名

上 信 越 自 動 車 道

蛭川橋（上り線）　Ａ１橋台

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

注記）

1.既設構造物の形状を現地計測の上、

　2.既設構造物への削孔の際には、鉄筋探査等を実施

　3.アンカーボルトの定着は、既設構造物より15D

    し既設鉄筋を切断しないよう注意すること。必要

　  (D:アンカー径)以上確保すること。

必要に応じて、施工内容を精査すること。

    に応じて、削孔位置、アンカー位置を調整し部材

    の製作に反映すること。

蛭川橋（上り線）　Ａ１橋台　落橋防止構造Ｐ１－Ｇ１　構造詳細図（その１） S=1:75 32 / 89



16-Anc Bolt D29x525(SD345)

16-1種 Nut  M27用 (SS400)

16-3種 Nut  M27用 (SS400)

16-Washer   M27用 (SS400)
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1
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70 7015016-φ32孔
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20
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1
71
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6
12
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1
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FP 28

FP区間

1425 28 255

141510

160 1255

692269

1
0
10

3 - 3

2 - 2

1040

15 15

FP

5 - 5

1010

171 28 612 28 171

3
10

2
19

8

5
29

10
5
19

上部工アンカーボルト詳細図 S=1:12.5

※アンカーボルトはネジ切り部のみ溶融亜鉛めっきを施すものとする。

150 250 275 280 275 250

82
°
29
'4
5"

28

1-PL 529x28x1010 (SM490B) 

1-PL 1770x28x1040 (SM490B)

1-PL 170x28x220  (SM490B)

1-PL 220x28x1415 (SM490B) 

2-PL  60x28x220  (SM490B)

2-PL 367x22x683

2-PL 706x28x1425 (SM490B) 

2-PL 255x28x515　(SM490B)  

ブラケット1基当り(製作数: 2基)

60

170

上部工ブラケット

樹脂パテ材
(t=5mm)

3種ナット(M27用)

1種ナット(M27用)

ワッシャー(M27用)

アンカーボルトD29x525
(M27ネジ切り L=90)

エポキシ樹脂系注入材

D29

削孔径φ39

削
孔

長
 
4
45
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ジ

切
り
長

90

埋
込

み
長
 
4
35

10

5
28

4
2
.5

1
4
.5

5
25

50
60

50
60

∅98

蛭川橋（上り線）　Ａ１橋台　落橋防止構造Ｐ１－Ｇ１　構造詳細図（その２）

図面の種類

長 野 工 事 事 務 所

東日本高速道路株式会社　関東支社

図面番号

大成エンジニアリング株式会社

事 務 所 名

設計会社名

縮　  　尺 図  示

施工会社名

上 信 越 自 動 車 道

蛭川橋（上り線）　Ａ１橋台　

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

注記）

1.特記なき材質は全てSM490Aとする。

2.特記なきスカーラップは全てR50とする。

6.FP表記の開先溶接の箇所は、完全溶け込み溶接を

4.部材は、全て溶融亜鉛めっき仕上げとする。

　用いる。

　膜厚は、JIS H0401 HDZT77とする。

　ただし、ボルト・ナット類はHDZT49とする。

3.工場製作は現場計測の上、最終決定のこと。

5.既設コンクリートへの削孔の際には、鉄筋探査を

　実施し、既設鉄筋は切断しないこと。

　また、既設鉄筋と干涉した場合は、断面照査の上に、

　アンカーボルト位置の調整を行うこと。

S=1:25 33 / 89
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ブラケット1基当り(製作数: 1基)

アンカーボルト詳細図 S=1:12.5

※アンカーボルトはネジ切り部のみ溶融亜鉛めっきを施すものとする。
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6

6-1種 Nut  M36用 (SS400)

6-3種 Nut  M36用 (SS400)

6-Anc Bolt D38x930(SD345)

1-PL 865x25x750

2-PL 150x25x266

2-PL 352x22x835

2-PL 287x22x378

ブラケット1基当り(製作数: 1基)

2-PL 150x25x200

6 - Washer M36(SS400)

2-PL 150x25x210

6-1種 Nut  M36用 (SS400)

6-3種 Nut  M36用 (SS400)

6-Anc Bolt D38x930(SD345)

1-PL 875x25x750

2-PL 150x25x266

2-PL 352x22x845

2-PL 287x22x378

2-PL 150x25x200

6 - Washer M36(SS400)

2-PL 150x25x210

5

TYPE A TYPE B

シール材詳細図 S＝1:4

20

20

シール材

不陸調整 ベースプレート

R212

R192

R212

R192

1

1

930

820

アンカーボルトD38x930

110

削孔長 580

削
孔
径

φ
48

樹脂パテ材樹脂アンカー
(t=5mm)

ワッシャー(M36用)

(M36ネジ切り L=110)

3種ナット(M36用)

1種ナット(M36用)

ネジ切り長

110

5 25 56 24

250

10

D
38

図面の種類

長 野 工 事 事 務 所

東日本高速道路株式会社　関東支社

図面番号

大成エンジニアリング株式会社

事 務 所 名

設計会社名

縮　  　尺 図  示

施工会社名

上 信 越 自 動 車 道

蛭川橋（上り線）　Ａ１橋台　

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

蛭川橋（上り線）　Ａ１橋台　落橋防止構造Ｐ１－Ｇ１　構造詳細図（その３） S=1:25

注記）

1.特記なき材質は全てSM400Aとする。

2.特記なきスカーラップは全てR50とする。

6.FP表記の開先溶接の箇所は、完全溶け込み溶接を

4.部材は、全て溶融亜鉛めっき仕上げとする。

　用いる。

　膜厚は、JIS H0401 HDZT77とする。

　ただし、ボルト・ナット類はHDZT49とする。

3.工場製作は現場計測の上、最終決定のこと。

5.既設コンクリートへの削孔の際には、鉄筋探査を

　実施し、既設鉄筋は切断しないこと。

　また、既設鉄筋と干涉した場合は、断面照査の上に、

　アンカーボルト位置の調整を行うこと。

下部工ブラケット詳細図
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下部工側 上部工側

取付詳細図

連結ケーブル

異型緩衝具
(支圧板+緩衝パッキン)

偏 向 具
(ポリエチレン)

保護キャップ
(ポリエチレン)

本連結ケーブル

材 料 表（落橋防止構造1本当たり）

PC鋼より線,ポリエチレン被覆1

単位 数量 摘　　　　　要規　　　　格名　　　称

SCM435,ネジきり標準　<ケーブルに組込>個 2

本 1 ポリエチレン　<ケーブルに組込>

F170TDU L=2593<2633>mm

F170TD用 標準

F170TD用 600mm

F170TDU用

F170TDU用

F170TDU用

F170TDU用

F170TDU用

F170TDU用

S45C;亜鉛めっき(HDZ55)F170TD用 1ナット

止めプレート

スプリング

異型緩衝具

偏向具

保護キャップ

F170TD用

F170TD用 L=400

F170TD用

F170TD用

F170TD用

個

個

個

個

個

組

1

1

1

1

1

SS400;亜鉛めっき(HDZ55)

SW-C;亜鉛めっき,クロメート処理

ポリエチレン

ポリエチレン;8-止めビス付

SS400;亜鉛めっき(HDZ55) + 合成ゴム

M16x50 1W付 本 16 SS400相当品;亜鉛めっき(HDZ35) 接着剤付(取付ボルト)

(マンション)

(ガイドパイプ)

ブラケットピン

アイバー

フォークエンド

止めナット

個

本

個

個

エンドピン 本

SCM435,ダクロダイズド処理,DMコート

S45C,亜鉛めっき(HDZ55)

S45C,亜鉛めっき(HDZ55)

S45C,亜鉛めっき(HDZ55)

SCM435,ダクロダイズド処理,DMコート

ワッシャー 個 SS400,亜鉛めっき(HDZ55)

1

1

1

1

2

2

個 SS400,亜鉛めっき1

(ピン)

(止めプレート) F170TDU用

ブラケットピン
(SCM435:DMコート)

1.連結ケーブルの製作は、現場にて取付間
注記)

　距離を確認のうえ、おこなうこと。

※ < >内はTYPE Bを示す。

A-A断面図 S=1:2 ナット
(S45C:亜鉛めっき)

止めプレート
(SS400相当品:亜鉛めっき)

スプリング
(SW-C:亜鉛めっき,クロメート処理)

マンション端部処理

※取付前に保護チューブをはぎ取る。
　取付後はマンション先端ねじ部に
　防錆処理をおこなうこと。

保護チューブはぎ取り

260

530

連結ケーブル全長　L=2593<2633>

78

1130

530

260

600

PC鋼より線
(7xφ15.2)

被覆材
(ポリエチレン樹脂)

ガイドパイプ
(ポリエチレン)

保護チューブ
(t=2)

マンション
(SCM435)

マンション
(SCM435)

61.6

45.6

防錆油

(ポリエチレン樹脂)

PC鋼より線
(7xφ15.2)

被覆材

A

A

115 63

1
32
.8

六角穴付止めねじ
(M10)

150 19

11

85 1
05

1
50

3
00

256565

255

2525

245

65

組立て全長　L=695

555

φ
82

取付部キャップ部

ビス止め位置

ビス受け孔

外ねじ加工

(組立高さ段階調整用)

内ねじ加工

（製作長）
400

1
02

1
90

φ11

98 354 98

550

1
03

止めナット
(S45C:亜鉛めっき)

80150

1
73
.2

444

2
62

83 230 131

1
66 53

φ
82

φ
106

アイバー
(S45C:亜鉛めっき)

フォークエンド
(S45C:亜鉛めっき)

444

124 160 160

2
06

φ
82

444

34
5
7

34

1
25

1
2078

1
2078

33

ワッシャー
(SS400:亜鉛めっき)

175 14

107 1-M10

六角穴付止めねじ
(M10)

90

19 129

エンドピン

90

止めプレート
(SS400:亜鉛めっき)

19

80

2-M10
(六角穴付ボルト)

(ピン+止めプレート)

(SCM435:DMコート)
ピン

保護チューブ
(t=2)

103

576

2593<2633>

63192501383

連結ケーブル(F170TDU)

スプリング

止めプレート

マンション

保護キャップ

偏向具 異型緩衝具

ナット

2215<2255>

230 320

122

エンドピン

フォークエンド

ワッシャー

ブラケットピン

アイバー

止めナット

マンション

支圧板(SS400相当品:亜鉛めっき)

緩衝パッキン(合成ゴム)

260 38 50

11

85 1
92 2
60

90

170 218

60
60

50 2
18

16-M16(深さ25)
(インサート)

分割位置

15C

50

198

蛭川橋（上り線）　Ａ１橋台　落橋防止構造Ｐ１－Ｇ１　構造詳細図（その４）（参考図）

図面の種類

長 野 工 事 事 務 所

東日本高速道路株式会社　関東支社

図面番号

大成エンジニアリング株式会社

事 務 所 名

設計会社名

縮　  　尺 図  示

施工会社名

上 信 越 自 動 車 道

蛭川橋（上り線）　Ａ１橋台

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

S=1:25 35 / 89



平 面 図

正 面 図

側 面 図(2-2)

1070302129972972294829251067

6
63

4
37

5
25

5
75

1
1
00

P2

P
1側

P
3側

17000

1 2

17000

1067 2925 2948 2972 2997 3021 1070

G6 G5 G4 G3 G2 G1

G6 G5 G4 G3 G2 G1

8500 8500

750 16075 700

17525

2
12

25
19

1
7
00

19

2
36

25
16

1
7
00

16

2
18

25
13

1
7
00

13

2
09

25
13

1
7
00

13

2
13

25
16

1
7
00

16

2
20

25
16

1
7
00

16

5
50

1
0
00

550

縁端拡幅工Ｂ

縁端拡幅工Ｂ
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側 面 図(1-1)
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落橋防止構造

全2本

1267

689403175

P2

P1側 P3側

2
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16

1267

2990

3196

29°
38'1

9"

2462

2668

アンカーボルトD51(SD345)

1
0
00

935

3209 8921 4869

縁端拡幅Ｂ

 全周にシール材 20x20

不陸調整樹脂パテ材
t=5mm

  埋込み長=765mm

落橋防止構造

全2本アンカーボルトD51(SD345)

  埋込み長=765mm

4
39

4
28

落橋防止構造

全2本

全2本

3196

2990

4
39

4
28

1
0
°
6
'16"

1
0
°
6
'31"

935 935

935

3209 8921 4869

下部工ブラケット

縁端拡幅Ｂ

 全周にシール材 20x20

不陸調整樹脂パテ材
t=5mm

下部工ブラケット

29°
29'5

3"

死荷重反力

設計水平力

１本当たりの引張力

設計遊間量

2000 ｋN

3000 ｋN

 1524 ｋN

 250 ｍｍ

落橋防止構造

図面の種類

長 野 工 事 事 務 所

東日本高速道路株式会社　関東支社

図面番号

大成エンジニアリング株式会社

事 務 所 名

設計会社名

縮　  　尺 1:75

施工会社名

上 信 越 自 動 車 道

注記）

　2.既設構造物への削孔の際には、鉄筋探査等を実施

　3.アンカーボルトの定着は、既設構造物より15D

    し既設鉄筋を切断しないよう注意すること。必要

　  (D:アンカー径)以上確保すること。

    に応じて、削孔位置、アンカー位置を調整し部材

    の製作に反映すること。

S=1:75蛭川橋（上り線）　Ｐ２橋脚（終点側）　落橋防止構造Ｐ１－Ｇ２　構造詳細図（その１）

蛭川橋（上り線）　Ｐ２橋脚（終点側）

1.既設構造物の形状を現地計測の上、

必要に応じて、施工内容を精査すること。

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

落橋防止構造Ｐ１－Ｇ２構造詳細図（その１）
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2-FILL PL 215x16x935(SS400)

12-T.C.B M22×90 (S10T)

2-PL 336x22x935

4-PL 190x22x345

4-PL 355x25x329

補強材1基当り(製作数: 1基)

図面の種類

長 野 工 事 事 務 所

東日本高速道路株式会社　関東支社

図面番号

大成エンジニアリング株式会社

事 務 所 名

設計会社名

縮　  　尺 図  示

施工会社名

上 信 越 自 動 車 道

S=1:25蛭川橋（上り線）　Ｐ２橋脚（終点側）　落橋防止構造Ｐ１－Ｇ２　構造詳細図（その２）

蛭川橋（上り線）　Ｐ２橋脚（終点側）

注記）

1.特記なき材質は全てSM400Aとする。

2.特記なきスカーラップは全てR50とする。

4.上部工ブラケット及び,桁補強は主桁と同等以上の

　防錆塗装を施すものとする。

3.工場製作は現場実測確認のうえ行うものとする。

5.  の高力ボルトは頭部側にも座金を用いるものとする。

6.特記なき孔明けは、既設部材：φ24.5、

　新設部材：φ26.5とする。

7.FP表記の開先溶接の箇所は、完全溶け込み溶接を

　用いる。

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

落橋防止構造Ｐ１－Ｇ２　構造詳細図（その２）
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シール材詳細図 S＝1:4
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20

シール材

不陸調整ベースプレート

S=1:25蛭川橋（上り線）　Ｐ２橋脚（終点側）　落橋防止構造Ｐ１－Ｇ２　構造詳細図（その３）

図面の種類

長 野 工 事 事 務 所

東日本高速道路株式会社　関東支社

図面番号

大成エンジニアリング株式会社

事 務 所 名

設計会社名

縮　  　尺 図  示

施工会社名

上 信 越 自 動 車 道

蛭川橋（上り線）　Ｐ２橋脚（終点側）

注記）

1.特記なき材質は全てSM490Aとする。

2.特記なきスカーラップは全てR50とする。

6.FP表記の開先溶接の箇所は、完全溶け込み溶接を

4.部材は、全て溶融亜鉛めっき仕上げとする。

　用いる。

　膜厚は、JIS H0401 HDZT77とする。

　ただし、ボルト・ナット類はHDZT49とする。

3.工場製作は現場計測の上、最終決定のこと。

5.既設コンクリートへの削孔の際には、鉄筋探査を

　実施し、既設鉄筋は切断しないこと。

　また、既設鉄筋と干涉した場合は、断面照査の上に、

　アンカーボルト位置の調整を行うこと。

下部工ブラケット詳細図

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

落橋防止構造Ｐ１－Ｇ２　構造詳細図（その３）
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連結ケーブル(F190TDU)

取付詳細図

連結ケーブル A-A断面図 S=1:2 ナット
(S45C:亜鉛めっき)

止めプレート
(SS400相当品:亜鉛めっき)

スプリング
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　防錆処理をおこなうこと。
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本連結ケーブル

材 料 表（落橋防止構造1本当たり）

PC鋼より線,ポリエチレン被覆1

単位 数量 摘　　　　　要規　　　　格名　　　称

SCM435,ネジきり標準　<ケーブルに組込>個 2
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ブラケットピン
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個
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個
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SCM435,ダクロダイズド処理,DMコート

S45C,亜鉛めっき(HDZT77)

S45C,亜鉛めっき(HDZT77)
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SCM435,ダクロダイズド処理,DMコート

ワッシャー 個 SS400,亜鉛めっき(HDZT77)
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2
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1.連結ケーブルの製作は、現場にて取付間
注記)

　距離を確認のうえ、おこなうこと。

198

※ < >内はG2桁を示す。

蛭川橋（上り線）　Ｐ２橋脚（終点側）　落橋防止構造Ｐ１－Ｇ２　構造詳細図（その４）（参考図）

図面の種類

長 野 工 事 事 務 所

東日本高速道路株式会社　関東支社

図面番号

大成エンジニアリング株式会社

事 務 所 名

設計会社名

縮　  　尺 図  示

施工会社名

上 信 越 自 動 車 道

蛭川橋（上り線）　Ｐ２橋脚（終点側）　

S=1:25

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

落橋防止構造Ｐ１－Ｇ２　構造詳細図（その４）（参考図）
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蛭川橋（上り線）　Ａ２橋台　落橋防止構造Ｐ１－Ｇ３　構造詳細図（その１）

図面の種類

長 野 工 事 事 務 所

東日本高速道路株式会社　関東支社

図面番号

大成エンジニアリング株式会社

事 務 所 名

設計会社名

縮　  　尺 1:75

施工会社名

上 信 越 自 動 車 道

蛭川橋（上り線）　Ａ２橋台　

注記）

　2.既設構造物への削孔の際には、鉄筋探査等を実施

　3.アンカーボルトの定着は、既設構造物より15D

    し既設鉄筋を切断しないよう注意すること。必要

　  (D:アンカー径)以上確保すること。

    に応じて、削孔位置、アンカー位置を調整し部材

    の製作に反映すること。

S=1:75

1.既設構造物の形状を現地計測の上、

必要に応じて、施工内容を精査すること。

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

落橋防止構造Ｐ１－Ｇ３　構造詳細図（その１）
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1-PL 890x28x830 (SM490B)

1-PL 170x28x220 (SM490B)

1-PL 220x28x635 (SM490B)

2-PL  70x28x220 (SM490B)

2-PL 262x22x591 (SM490A) 

2-PL 645x28x613 (SM490B)

2-PL 173x28x523 (SM490B)

ブラケット1基当り(製作数: 1基)

2 - 2

3 - 3

28

30-T.C.B M22×105 (S10T)

34-T.C.B M22×110 (2W S10T)
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蛭川橋（上り線）　Ａ２橋台　落橋防止構造Ｐ１－Ｇ３　構造詳細図（その２）

図面の種類

長 野 工 事 事 務 所

東日本高速道路株式会社　関東支社

図面番号

大成エンジニアリング株式会社

事 務 所 名

設計会社名

縮　  　尺 図  示

施工会社名

上 信 越 自 動 車 道

蛭川橋（上り線）　Ａ２橋台

S=1:25

注記）

1.特記なき材質は全てSM400Aとする。

2.特記なきスカーラップは全てR50とする。

4.上部工ブラケット及び,桁補強は主桁と同等以上の

　防錆塗装を施すものとする。

3.工場製作は現場実測確認のうえ行うものとする。

5.  の高力ボルトは頭部側にも座金を用いるものとする。

6.特記なき孔明けは、既設部材：φ24.5、

　新設部材：φ26.5とする。

7.FP表記の開先溶接の箇所は、完全溶け込み溶接を

　用いる。

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

落橋防止構造Ｐ１－Ｇ３　構造詳細図（その２）
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"a"部詳細図 縮尺 1:12.5
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1-PL 890x28x860 (SM490B)

1-PL 170x28x220 (SM490B)

1-PL 220x28x635 (SM490B)

2-PL  70x28x220 (SM490B)
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2-PL 645x28x627 (SM490B)

2-PL 173x28x520 (SM490B)

ブラケット1基当り(製作数: 1基)
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34-T.C.B M22×110 (2W S10T)
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蛭川橋（上り線）　Ａ２橋台　落橋防止構造Ｐ１－Ｇ３　構造詳細図（その３）

図面の種類

長 野 工 事 事 務 所

東日本高速道路株式会社　関東支社

図面番号

大成エンジニアリング株式会社

事 務 所 名

設計会社名

縮　  　尺 図  示

施工会社名

上 信 越 自 動 車 道

蛭川橋（上り線）　Ａ２橋台

S=1:25

注記）

1.特記なき材質は全てSM400Aとする。

2.特記なきスカーラップは全てR50とする。

4.上部工ブラケット及び,桁補強は主桁と同等以上の

　防錆塗装を施すものとする。

3.工場製作は現場実測確認のうえ行うものとする。

5.  の高力ボルトは頭部側にも座金を用いるものとする。

6.特記なき孔明けは、既設部材：φ24.5、

　新設部材：φ26.5とする。

7.FP表記の開先溶接の箇所は、完全溶け込み溶接を

　用いる。

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

落橋防止構造Ｐ１－Ｇ３　構造詳細図（その３）
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6-3種 Nut  M48用 (SS400)

6-Anc Bolt D51x1395(SD345)

1-PL 915x25x1030

2-PL 260x22x300

2-PL 476x25x1000

2-PL 306x25x406
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6 - Washer M48(SS400)

2-PL 260x22x295

G6桁 G1桁

シール材詳細図 S＝1:4

20

20

シール材

不陸調整ベースプレート

蛭川橋（上り線）　Ａ２橋台　落橋防止構造Ｐ１－Ｇ３　構造詳細図（その４）

図面の種類

長 野 工 事 事 務 所

東日本高速道路株式会社　関東支社

図面番号

大成エンジニアリング株式会社

事 務 所 名

設計会社名

縮　  　尺 図  示

施工会社名

上 信 越 自 動 車 道

S=1:25

注記）

1.特記なき材質は全てSM400Aとする。

2.特記なきスカーラップは全てR50とする。

6.FP表記の開先溶接の箇所は、完全溶け込み溶接を

4.部材は、全て溶融亜鉛めっき仕上げとする。

　用いる。

　膜厚は、JIS H0401 HDZT77とする。

　ただし、ボルト・ナット類はHDZT49とする。

3.工場製作は現場計測の上、最終決定のこと。

5.既設コンクリートへの削孔の際には、鉄筋探査を

　実施し、既設鉄筋は切断しないこと。

　また、既設鉄筋と干涉した場合は、断面照査の上に、

　アンカーボルト位置の調整を行うこと。

蛭川橋（上り線）　Ａ２橋台

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

落橋防止構造Ｐ１－Ｇ３　構造詳細図（その４）
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1.連結ケーブルの製作は、現場にて取付間
注記)

　距離を確認のうえ、おこなうこと。

112

594

3238<3051>

72192501383

下部工側 上部工側

連結ケーブル(F220TDU)

取付詳細図

連結ケーブル A-A断面図 S=1:2 ナット
(S45C:亜鉛めっき)
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(SS400相当品:亜鉛めっき)
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(支圧板+緩衝パッキン)

偏 向 具
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保護キャップ
(ポリエチレン)

マンション端部処理

※取付前に保護チューブをはぎ取る。
　取付後はマンション先端ねじ部に
　防錆処理をおこなうこと。

280
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連結ケーブル全長　L=3238<3051>
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280
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PC鋼より線
(7xφ15.2)

被覆材
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(t=2)

マンション
(SCM435)

マンション
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ビス止め位置

ビス受け孔

外ねじ加工

(組立高さ段階調整用)

内ねじ加工

スプリング

止めプレート

マンション

保護キャップ

偏向具 異型緩衝具

ナット

（製作長）
400
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1
90

φ11

50

S45C;亜鉛めっき(HDZT77)F220TD用 1ナット

止めプレート

スプリング

異型緩衝具

偏向具
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F220TD用

F220TD用 L=400
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SS400;亜鉛めっき(HDZT77) + 合成ゴム

M16x55 1W付 本 16 SS400相当品;亜鉛めっき(HDZT49) 接着剤付

材 料 表（落橋防止構造1本当たり）

本連結ケーブル PC鋼より線,ポリエチレン被覆1

全2本(2本/橋台)

単位 数量 摘　　　　　要規　　　　格名　　　称

SCM435,ネジきり標準　<ケーブルに組込>個 2
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(取付ボルト)

(マンション)
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蛭川橋（上り線）　Ａ２橋台　落橋防止構造Ｐ１－Ｇ３　構造詳細図（その５）（参考図）

図面の種類

長 野 工 事 事 務 所

東日本高速道路株式会社　関東支社

図面番号

大成エンジニアリング株式会社

事 務 所 名

設計会社名

縮　  　尺 図  示

施工会社名

上 信 越 自 動 車 道

蛭川橋（上り線）　Ａ２橋台

S=1:25

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

落橋防止構造Ｐ１－Ｇ３　構造詳細図（その５）（参考図）
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アンカーボルト D35 x 645

S=1:75蛭川橋（下り線）　Ａ１橋台　落橋防止構造Ｃ１－Ｇ１　構造詳細図（その１）

図面の種類

長 野 工 事 事 務 所

東日本高速道路株式会社　関東支社

図面番号

大成エンジニアリング株式会社

事 務 所 名

設計会社名

縮　  　尺 1:75

施工会社名

上 信 越 自 動 車 道

蛭川橋（下り線）　Ａ１橋台　

注記）

　2.既設構造物への削孔の際には、鉄筋探査等を実施

　3.アンカーボルトの定着は、既設構造物より15D

    し既設鉄筋を切断しないよう注意すること。必要

　  (D:アンカー径)以上確保すること。

    に応じて、削孔位置、アンカー位置を調整し部材

    の製作に反映すること。

1.既設構造物の形状を現地計測の上、

必要に応じて、施工内容を精査すること。

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

落橋防止構造Ｃ１－Ｇ１　構造詳細図（その１）
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※アンカーボルトはネジ切り部のみ溶融亜鉛めっきを施すものとする。
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（許容荷重： 825kNタイプ）

削
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5
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図面の種類

長 野 工 事 事 務 所

東日本高速道路株式会社　関東支社

図面番号

大成エンジニアリング株式会社

事 務 所 名

設計会社名

縮　  　尺 図  示

施工会社名

上 信 越 自 動 車 道

蛭川橋（下り線）　Ａ１橋台

注記）

1.特記なき材質は全てSM490Aとする。

2.特記なきスカーラップは全てR50とする。

6.FP表記の開先溶接の箇所は、完全溶け込み溶接を

4.部材は、全て溶融亜鉛めっき仕上げとする。

　用いる。

　膜厚は、JIS H0401 HDZT77とする。

　ただし、ボルト・ナット類はHDZT49とする。

3.工場製作は現場計測の上、最終決定のこと。

5.既設コンクリートへの削孔の際には、鉄筋探査を

　実施し、既設鉄筋は切断しないこと。

　また、既設鉄筋と干涉した場合は、断面照査の上に、

　アンカーボルト位置の調整を行うこと。

S=1:25

上部工ブラケット詳細図

蛭川橋（下り線）　Ａ１橋台　落橋防止構造Ｃ１－Ｇ１　構造詳細図（その２）

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

落橋防止構造Ｃ１－Ｇ１　構造詳細図（その２）
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　1 - BASE PL  430×22× 750 

  2 - RIB  PL  130×22× 167

  6 - アンカーボルト D35 x 875(SD345)

  6 - NUT M33(第1種)(SS400)

  6 - NUT M33(第3種)(SS400)

  2 - RIB  PL  130×22× 249

  1 - TOP  PL  350×25× 710

  2 - RING PL  260×22× 260

  6 - Washer M33(SS400)

縁端拡幅 250

シール材詳細図 S＝1:4
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不陸調整 ベースプレート

削孔長 535

図面の種類

長 野 工 事 事 務 所

東日本高速道路株式会社　関東支社

図面番号

大成エンジニアリング株式会社

事 務 所 名

設計会社名

縮　  　尺 図  示

施工会社名

上 信 越 自 動 車 道

蛭川橋（下り線）　Ａ１橋台

注記）

1.特記なき材質は全てSM490Aとする。

2.特記なきスカーラップは全てR50とする。

6.FP表記の開先溶接の箇所は、完全溶け込み溶接を

4.部材は、全て溶融亜鉛めっき仕上げとする。

　用いる。

　膜厚は、JIS H0401 HDZT77とする。

　ただし、ボルト・ナット類はHDZT49とする。

3.工場製作は現場計測の上、最終決定のこと。

5.既設コンクリートへの削孔の際には、鉄筋探査を

　実施し、既設鉄筋は切断しないこと。

　また、既設鉄筋と干涉した場合は、断面照査の上に、

　アンカーボルト位置の調整を行うこと。

S=1:25

下部工ブラケット詳細図

蛭川橋（下り線）　Ａ１橋台　落橋防止構造Ｃ１－Ｇ１　構造詳細図（その３）

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

落橋防止構造Ｃ１－Ｇ１　構造詳細図（その３）
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S=1:75蛭川橋（下り線）　Ｐ２橋脚（終点側）　落橋防止構造Ｃ１－Ｇ２　構造詳細図（その１）

図面の種類

長 野 工 事 事 務 所

東日本高速道路株式会社　関東支社

図面番号

大成エンジニアリング株式会社

事 務 所 名

設計会社名

縮　  　尺 1:75

施工会社名

上 信 越 自 動 車 道

蛭川橋（下り線）　Ｐ２橋脚（終点側）　

注記）

　2.既設構造物への削孔の際には、鉄筋探査等を実施

　3.アンカーボルトの定着は、既設構造物より15D

    し既設鉄筋を切断しないよう注意すること。必要

　  (D:アンカー径)以上確保すること。

    に応じて、削孔位置、アンカー位置を調整し部材

    の製作に反映すること。

1.既設構造物の形状を現地計測の上、

必要に応じて、施工内容を精査すること。

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

落橋防止構造Ｃ１－Ｇ２　構造詳細図（その１）
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（許容荷重：1270kNタイプ）
ブロック型ゴム被覆チェーン(参考図)

607

1017

1128

920

141

φ
58

324

60

*2 端末ﾘﾝｸの塗装膜厚はﾀｰﾙﾌﾘｰｴﾎﾟｷｼ塗装240μ以上とする。
*1 調整ﾘﾝｸﾞの溶接は全周隅肉溶接とする。

5
92

2
45

*3 製品計算重量: 158.7 kgf

245

60

125

60

351

φ
62

2
08

φ
48φ

12

φ
24

2
45

60
1
25

1
92

上部工付ブラケット上部工付ブラケット

36
2
99

4
40

205

15890

920

40

920

2245822

480205

15

40

40

15

480205

2245822

40

920

15890

205

920

50
2
49

1
50

2
50

36
2
14

4
40

40
3
60

40

1
68

1
04

1
68

1
35

68
1
35

15
15

36
36

590

2-Rib.PL  160×22×199 (SM490YB)

1-Rib.PL  325×36×700 (SM490YB)
1-Base.PL 590×32×730 (SM490YB)

 18-T.C.B M22×110 (2W S10T)
 4-Rib.PL  135×22×150 (SM490YB)
 2-Rib.PL  299×36×890 (SM490YB)
 1-Base.PL 440×36×920 (SM490YB)

590

4141
152007820015

70

7
30

13538570

30105

15135

1
20

30

1
50

36

1
49

2
99

40

70
70

7
30

22
22

2
00

3
00

2
00

15
15

7
00

160

50295

345 32

22
2
78

22

2
00

3
00

2
00

15
7
00

15

7
30

7
30

32260

292

a

70

30 105

15 135

2
14

36

2
50

40

3636
68

140

440

360

440

主桁補強材詳細主桁補強材詳細

3
40

22
13

480

6-φ24.5孔

40120

200

22

40

520200

4012040

22

50
2
x1
00
=2
00

90

10
3
30

50
2
x1
00
=2
00

90

3
62

40160

200

16040

200 40

50
2
80

10
3
30 3
40

50

15178.5

7

90
2
x1
00
=2
00
50

3
40

15 178.5

129

2222
9

15

22
22

15

40

4
40

2
00 1
60

1
60

40

2
00

22 22

40

40120

920

40 120 120

 4-Pl 179×22×330
 2-Pl 140×22×920
 4-Pl 200×10×340

 12-T.C.B  M22× 90(S10T)

裏当て材

9

34

36

7

2

45
゜

a部詳細図

R8
5

9

R3
5

下部工付ブラケット下部工付ブラケット

ピン詳細(参考図)

∅71

R85

∅7
1

6 - 1種 Nut   M39(SS400)
6 - Anc Bolt  D41×1185(SD345)

6 - 3種 Nut   M39(SS400)
6 - Washer    M39(SS400)

518

縁端拡幅工Ｂ

141
3

2
0°

34
'33"

5 775

2357

2
46

13

548(移動可能量)

92
0

1
0
00

4
95

2
49

13

4
95

2
00

2
95

2
95

70

625

R1
0

2
70

5
80

5
80

9-φ24.5孔

13

フィラープレート詳細図

20-φ24.5孔

40
4080

40 120 120 4x90=360 120 120 40

920

9-φ24.5孔

4x90=360 120

100 720 100

920

1
78
.5

1
78
.5

フィラープレート主桁下フランジ

120 120 4x90=360 120 120

120 120 4x90=360 120 120

2
95

2
95

2
95

2
95

1
60

32

1
92

70 385 135

590

32
1
60

50
1
10

305

384260

214 41 78 41 215

15

50 58

291

50

15

590

36
68
36

85

108 161

241

60
°
21
'4
1"

R
35

R35 a

1-Rib.PL  384×36×700 (SM490YB)

2-Rib.PL  160×22×291 (SM490YB)

アンカーボルト詳細図 S=1:12.5

シール材詳細図 S＝1:4

20

20

シール材

不陸調整 ベースプレート

平 面 図

101 402

503

120 600 120

720

1
12

2
x1
00
=2
00

763

296

101 402

503 2357

1281 5 296 775

70

38
5

13
5

437

663

450

側 面 図

取付概要図

 2-FILL PL 80x13x920(SS400)

6-φ45孔

削
孔
径

φ
51

D
41

1185

615

アンカーボルトD41x1185

120

削孔長 625

樹脂パテ材エポキシ樹脂系注入材
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※アンカーボルトはネジ切り部のみ溶融亜鉛めっきを施すものとする。
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図面の種類

長 野 工 事 事 務 所

東日本高速道路株式会社　関東支社

図面番号

大成エンジニアリング株式会社

事 務 所 名

設計会社名

縮　  　尺 図  示

施工会社名

上 信 越 自 動 車 道

蛭川橋（下り線）　Ｐ２橋脚（終点側）　

注記）

1.特記なき材質は全てSM400Aとする。

2.特記なきスカーラップは全てR50とする。

4.上部工ブラケット及び,桁補強は主桁と同等以上の

　防錆塗装を施すものとする。

3.工場製作は現場計測の上、最終決定のこと。

S=1:25

8.FP表記の開先溶接の箇所は、完全溶け込み溶接を用いる。

7.既設コンクリートへの削孔の際には、鉄筋探査を

　実施し、既設鉄筋は切断しないこと。

　また、既設鉄筋と干涉した場合は、断面照査の上に、

　アンカーボルト位置の調整を行うこと。

G2桁

6.下部工付ブラケットは、全て溶融亜鉛めっき仕上げ

　とする。膜厚は、JIS H0401 HDZT77とする。

　ただし、ボルト・ナット類はHDZT49とする。

5.特記なき孔明けは、既設部材：φ24.5、

　新設部材：φ26.5とする。

蛭川橋（下り線）　Ｐ２橋脚（終点側）　落橋防止構造Ｃ１－Ｇ２　構造詳細図（その２）

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

落橋防止構造Ｃ１－Ｇ２　構造詳細図（その２）　
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図面の種類

長 野 工 事 事 務 所

東日本高速道路株式会社　関東支社

図面番号

大成エンジニアリング株式会社

事 務 所 名

設計会社名

縮　  　尺 図  示

施工会社名

上 信 越 自 動 車 道

G5桁

蛭川橋（下り線）　Ｐ２橋脚（終点側）　

注記）

1.特記なき材質は全てSM400Aとする。

2.特記なきスカーラップは全てR50とする。

4.上部工ブラケット及び,桁補強は主桁と同等以上の

　防錆塗装を施すものとする。

3.工場製作は現場計測の上、最終決定のこと。

S=1:25

8.FP表記の開先溶接の箇所は、完全溶け込み溶接を用いる。

7.既設コンクリートへの削孔の際には、鉄筋探査を

　実施し、既設鉄筋は切断しないこと。

　また、既設鉄筋と干涉した場合は、断面照査の上に、

　アンカーボルト位置の調整を行うこと。

6.下部工付ブラケットは、全て溶融亜鉛めっき仕上げ

　とする。膜厚は、JIS H0401 HDZT77とする。

　ただし、ボルト・ナット類はHDZT49とする。

5.特記なき孔明けは、既設部材：φ24.5、

　新設部材：φ26.5とする。

蛭川橋（下り線）　Ｐ２橋脚（終点側）　落橋防止構造Ｃ１－Ｇ２　構造詳細図（その３）

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

落橋防止構造Ｃ１－Ｇ２　構造詳細図（その３）　
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 250 ｍｍ

S=1:75蛭川橋（下り線）　Ａ２橋台　落橋防止構造Ｐ１－Ｇ４　構造詳細図（その１）

図面の種類

長 野 工 事 事 務 所

東日本高速道路株式会社　関東支社

図面番号

大成エンジニアリング株式会社

事 務 所 名

設計会社名

縮　  　尺 1:75

施工会社名

上 信 越 自 動 車 道

蛭川橋（下り線）　Ａ２橋台　

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

注記）

　2.既設構造物への削孔の際には、鉄筋探査等を実施

　3.アンカーボルトの定着は、既設構造物より15D

    し既設鉄筋を切断しないよう注意すること。必要

　  (D:アンカー径)以上確保すること。

    に応じて、削孔位置、アンカー位置を調整し部材

    の製作に反映すること。

1.既設構造物の形状を現地計測の上、

必要に応じて、施工内容を精査すること。
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28
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8

FP28

FP区間

59928158

589 10

160429

692269

8
00

830

15 15

4
18

2
19

6
17

800

262 28 220 28 262

40 40

6
376
27

10

2
81
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2
20
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70

25
25

FP

6

6

9 - 9

830

15 15

FP

10 - 10

800

83 28 578 28 83

3
36

2
19

8

5
55

10
5
45

6 - 6

1-PL 555x28x800 (SM490B)

1-PL 820x28x830 (SM490B)

1-PL 170x28x220 (SM490B)

1-PL 220x28x589 (SM490B)

2-PL  60x22x220 (SM490A)

2-PL 262x22x617 (SM490A)

2-PL 599x28x641 (SM490B)

2-PL 158x28x541 (SM490B)

ブラケット1基当り(製作数: 1基)

7 - 7

8 - 8

28

30-T.C.B M22×105 (S10T)

24-T.C.B M22×110 (2W S10T)

3
56

135

8

8

8

75 75 80 75 75

28
28

60

5
54

5
41

83°
13'32"

25

10

60

22

G5桁 全桁共通

上部工側ブラケット

8

15C溶接後埋め戻し

8

8

80°
57'25"

60

60

60
50

60

25
85

50
60

25

∅98

∅98

50
60

60
50

60

蛭川橋（下り線）　Ａ２橋台　落橋防止構造Ｐ１－Ｇ４　構造詳細図（その２）

図面の種類

長 野 工 事 事 務 所

東日本高速道路株式会社　関東支社

図面番号

大成エンジニアリング株式会社

事 務 所 名

設計会社名

縮　  　尺 図  示

施工会社名

上 信 越 自 動 車 道

蛭川橋（下り線）　Ａ２橋台　

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

注記）

1.特記なき材質は全てSM400Aとする。

2.特記なきスカーラップは全てR50とする。

4.上部工ブラケット及び,桁補強は主桁と同等以上の

　防錆塗装を施すものとする。

3.工場製作は現場実測確認のうえ行うものとする。

5.  の高力ボルトは頭部側にも座金を用いるものとする。

6.特記なき孔明けは、既設部材：φ24.5、

　新設部材：φ26.5とする。

S=1:25

7.FP表記の開先溶接の箇所は、完全溶け込み溶接を

　用いる。
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3 - 3 4 - 4

ブラケット1基当り(製作数: 1基)

1295

765

アンカーボルトD51x1295

130

削孔長 775

削
孔
径

φ
61

樹脂パテ材 エポキシ樹脂系注入材
(t=5mm)

(M48ネジ切り L=130)

3種ナット(M48用)

1種ナット(M48用)

ネジ切り長

130

5257525

アンカーボルト詳細図 S=1:12.5

※アンカーボルトはネジ切り部のみ溶融亜鉛めっきを施すものとする。
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15
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FP
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6

6

6-1種 Nut  M48用 (SS400)

6-3種 Nut  M48用 (SS400)

6-Anc Bolt D51x1295(SD345)

1-PL 880x25x915

2-PL 150x25x266

2-PL 352x22x850

2-PL 287x22x378

ブラケット1基当り(製作数: 1基)

2-PL 150x25x285

6 - Washer M48(SS400)

2-PL 150x25x290

6-1種 Nut  M48用 (SS400)

6-3種 Nut  M48用 (SS400)

6-Anc Bolt D51x1295(SD345)

1-PL 880x25x870

2-PL 150x25x266

2-PL 352x22x850

2-PL 287x22x378

2-PL 150x25x250

6 - Washer M48(SS400)

2-PL 150x25x280

1 5

G1桁 G5桁

シール材詳細図 S＝1:4

20

20

シール材

不陸調整ベースプレート

R1
92R1

92

R212R212

図面の種類

長 野 工 事 事 務 所

東日本高速道路株式会社　関東支社

図面番号

大成エンジニアリング株式会社

事 務 所 名

設計会社名

縮　  　尺 図  示

施工会社名

上 信 越 自 動 車 道

蛭川橋（下り線）　Ａ２橋台

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

注記）

1.特記なき材質は全てSM400Aとする。

2.特記なきスカーラップは全てR50とする。

6.FP表記の開先溶接の箇所は、完全溶け込み溶接を

4.部材は、全て溶融亜鉛めっき仕上げとする。

　用いる。

　膜厚は、JIS H0401 HDZT77とする。

　ただし、ボルト・ナット類はHDZT49とする。

3.工場製作は現場計測の上、最終決定のこと。

5.既設コンクリートへの削孔の際には、鉄筋探査を

　実施し、既設鉄筋は切断しないこと。

　また、既設鉄筋と干涉した場合は、断面照査の上に、

　アンカーボルト位置の調整を行うこと。

蛭川橋（下り線）　Ａ２橋台　落橋防止構造Ｐ１－Ｇ４　構造詳細図（その３） S=1:25

下部工ブラケット詳細図

53 / 89



下部工側 上部工側

取付詳細図

連結ケーブル

異型緩衝具
(支圧板+緩衝パッキン)

偏 向 具
(ポリエチレン)

保護キャップ
(ポリエチレン)

本連結ケーブル

材 料 表（落橋防止構造1本当たり）

PC鋼より線,ポリエチレン被覆1

単位 数量 摘　　　　　要規　　　　格名　　　称

SCM435,ネジきり標準　<ケーブルに組込>個 2

本 1 ポリエチレン　<ケーブルに組込>

F170TDU L=3550<2907>mm

F170TD用 標準

F170TD用 600mm

F170TDU用

F170TDU用

F170TDU用

F170TDU用

F170TDU用

F170TDU用

S45C;亜鉛めっき(HDZT77)F170TD用 1ナット

止めプレート

スプリング

異型緩衝具

偏向具

保護キャップ

F170TD用

F170TD用 L=400

F170TD用

F170TD用

F170TD用

個

個

個

個

個

組

1

1

1

1

1

SS400;亜鉛めっき(HDZT77)

SW-C;亜鉛めっき,クロメート処理

ポリエチレン

ポリエチレン;8-止めビス付

SS400;亜鉛めっき(HDZT77) + 合成ゴム

M16x50 1W付 本 16 SS400相当品;亜鉛めっき(HDZT49) 接着剤付(取付ボルト)

(マンション)

(ガイドパイプ)

ブラケットピン

アイバー

フォークエンド

止めナット

個

本

個

個

エンドピン 本

SCM435,ダクロダイズド処理,DMコート

S45C,亜鉛めっき(HDZT77)

S45C,亜鉛めっき(HDZT77)

S45C,亜鉛めっき(HDZT77)

SCM435,ダクロダイズド処理,DMコート

ワッシャー 個 SS400,亜鉛めっき(HDZT77)

1

1

1

1

2

2

個 SS400,亜鉛めっき1

(ピン)

(止めプレート) F170TDU用

ブラケットピン
(SCM435:DMコート)

1.連結ケーブルの製作は、現場にて取付間
注記)

　距離を確認のうえ、おこなうこと。

※ < >内はG5桁を示す。

A-A断面図 S=1:2 ナット
(S45C:亜鉛めっき)

止めプレート
(SS400相当品:亜鉛めっき)

スプリング
(SW-C:亜鉛めっき,クロメート処理)

マンション端部処理

※取付前に保護チューブをはぎ取る。
　取付後はマンション先端ねじ部に
　防錆処理をおこなうこと。

保護チューブはぎ取り

260

530

連結ケーブル全長　L=3550<2907>

78

1130

530

260

600

PC鋼より線
(7xφ15.2)

被覆材
(ポリエチレン樹脂)

ガイドパイプ
(ポリエチレン)

保護チューブ
(t=2)

マンション
(SCM435)

マンション
(SCM435)

61.6

45.6

防錆油

(ポリエチレン樹脂)

PC鋼より線
(7xφ15.2)

被覆材

A

A

115 63

1
33

六角穴付止めねじ
(M10)

150 19

11

85 1
05

1
50

3
00

256565

255

2525

245

65

組立て全長　L=695

555

φ
82

取付部キャップ部

ビス止め位置

ビス受け孔

外ねじ加工

(組立高さ段階調整用)

内ねじ加工

（製作長）
400

1
02

1
90

φ11

98 354 98

550

1
03

止めナット
(S45C:亜鉛めっき)

80150

1
73

444

2
62

83 230 131

1
66 53

φ
82

φ
106

アイバー
(S45C:亜鉛めっき)

フォークエンド
(S45C:亜鉛めっき)

444

124 160 160

2
06

φ
82

444

34
57

34

1
25

1
2078

1
2078

33

ワッシャー
(SS400:亜鉛めっき)

175 14

107 1-M10

六角穴付止めねじ
(M10)

90

19 129

エンドピン

90

止めプレート
(SS400:亜鉛めっき)

19

80

2-M10
(六角穴付ボルト)

(ピン+止めプレート)

(SCM435:DMコート)
ピン

保護チューブ
(t=2)

103

576

3550<2907>

63192501383

連結ケーブル(F170TDU)

スプリング

止めプレート

マンション

保護キャップ

偏向具 異型緩衝具

ナット

3172<2529>

230 320

122

エンドピン

フォークエンド

ワッシャー

ブラケットピン

アイバー

止めナット

マンション

支圧板(SS400相当品:亜鉛めっき)

緩衝パッキン(合成ゴム)

260 38 50

11

85 1
92 2
60

90

170 218

60
60

50 2
18

16-M16(深さ25)
(インサート)

分割位置

15C

50

198

蛭川橋（下り線）　Ａ２橋台　落橋防止構造Ｐ１－Ｇ４　構造詳細図（その４）（参考図）

図面の種類

長 野 工 事 事 務 所

東日本高速道路株式会社　関東支社

図面番号

大成エンジニアリング株式会社

事 務 所 名

設計会社名

縮　  　尺 図  示

施工会社名

上 信 越 自 動 車 道

蛭川橋（下り線）　Ａ２橋台　

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事
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平 面 図

正 面 図 側 面 図
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1000

A1

P1側
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3680 3@4449=13341 2667

3680 3@4449=13341 2782

17967750 750
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19803
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S1 S2 S3 S4

3680 3@4449=13341 2667
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9
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2
58

6
56

A1

P
1側

19687

65
°
11
'1
7"

116

18191 1482

2
50

縁端拡幅工Ｂ

配置図

A1 A1＇ P1 P2

下り線

上り線

横変位拘束構造Ｍ

9
50

15

15

縁端拡幅工Ｂ

5
2
45

18191 1482

9
50

3
24

1
2
74

アンカーボルトD51(SD345)
埋込み長=765mm

縁端拡幅工Ｂ

250
全周にシール材 20x20

不陸調整樹脂パテ材

t=5mm

9
50

横変位拘束構造Ｍ
鋼製ブラケット

横変位拘束構造Ｍ
鋼製ブラケット

横変位拘束構造Ｍ
鋼製ブラケット

2
42

14

14 116

死荷重反力

設計水平力

1700 ｋN

1550 ｋN

S=1:75蛭川橋（上り線）Ａ１橋台　横変位拘束構造Ｍ－Ｇ１構造詳細図（その１）

図面の種類

長 野 工 事 事 務 所

東日本高速道路株式会社　関東支社

図面番号

大成エンジニアリング株式会社

事 務 所 名

設計会社名

縮　  　尺 1:75

施工会社名

上 信 越 自 動 車 道

注記）

　2.施工にあたっては事前に鉄筋探査を行い、既設鉄筋を

　3.施工数量は、現場計測後に監督員と協議の上決定する

　　きらないようにすること。

　  こと。

蛭川橋（上り線）　Ａ１橋台

横変位拘束構造Ｍ－Ｇ１構造詳細図（その１）

　1.既設構造物の形状を現地計測の上、必要に応じて、

　　施工内容を精査すること。

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事
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座金詳細図 S=1:5
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緩衝材取付詳細図 S=1:12.5

φ
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φ
40

50

BN M16x90

(1-Uナット,2-W付)

緩衝材

(クロロプレンゴム)
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2030

緩衝材詳細図
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削
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ボルト長 1160

ネジ切り長

145

エポキシ樹脂系注入材

145

埋込み長 765 5 2522 93

214329

アンカーボルトD51x1160
(M48ネジ切り L=145)

10

下部工アンカーボルト詳細図 S=1:12.5

M
48

3種ナット(M48用)

1種ナット(M48用)

座 金

※アンカーボルトはネジ切り部のみ溶融亜鉛めっきを施すものとする。
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540
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7
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27822

7

　1 - FLG  PL  240×40× 540(SM490B)

  1 - RIB  PL  220×22×1223

　1 - BASE PL 1265×25×1482

 15 - PL  115×22× 115 

 15 - アンカーボルト D51 x1160(SD345)

 15 - NUT M48(第1種)(SS400)

  4 - Rib  PL  220×22×1107

　1 - FLG  PL  220×22× 320

  1 - Rib  PL  220×22×1234

  1 - Rib  PL  220×22×1345

  7 - Rib  PL   94×22× 220

  3 - RIB  PL  160×22× 220

  1 - RIB  PL  220×22× 276

  2 - RIB  PL  210×22× 238

 15 - NUT M48(第3種)(SS400)

4 - BN   M16×90(SS400)(1-Uナット,2-W付)

1 - クロロプレンゴム 200×50×500（硬度55°±5°程度）

　1 - FLG  PL  240×22×1482

  1 - Rib  PL  220×22× 865

  2 - RIB  PL  210×22× 278

削孔長 775

FP

ブラケット1基当り(製作数:1基)

シール材詳細図 S＝1:4

20

20

シール材

不陸調整 ベースプレート

図面の種類

長 野 工 事 事 務 所

東日本高速道路株式会社　関東支社

図面番号

大成エンジニアリング株式会社

事 務 所 名

設計会社名

縮　  　尺 図  示

施工会社名

上 信 越 自 動 車 道

S=1:25蛭川橋（上り線）Ａ１橋台　横変位拘束構造Ｍ－Ｇ１構造詳細図（その２）

蛭川橋（上り線）　Ａ１橋台

横変位拘束構造Ｍ－Ｇ１構造詳細図（その２）

注記）

1.特記なき材質は全てSM490Aとする。

2.特記なきスカーラップは全てR50とする。

3.工場製作は現場計測の上、最終決定のこと。

7.FP表記の開先溶接の箇所は、完全溶け込み溶接を用いる。

6.既設コンクリートへの削孔の際には、鉄筋探査を

　実施し、既設鉄筋は切断しないこと。

　また、既設鉄筋と干涉した場合は、断面照査の上に、

　アンカーボルト位置の調整を行うこと。

5.下部工付ブラケットは、全て溶融亜鉛めっき仕上げ

　とする。膜厚は、JIS H0401 HDZT77とする。

　ただし、ボルト・ナット類はHDZT49とする。

4.特記なき孔明けは、既設部材：φ24.5、

　新設部材：φ26.5とする。

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事
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横変位拘束構造Ｍ
鋼製ブラケット

アンカーボルトD51(SD345)

埋込み長=765mm

全周にシール材 20x20

不陸調整樹脂パテ材

t=5mm
縁端拡幅工Ｂ

2
74

15

15

PC鋼材

アンカーバー

死荷重反力

設計水平力

2500 ｋN

2250 ｋN

S=1:75蛭川橋（上り線）Ｐ２橋脚（起点側）横変位拘束構造Ｍ－Ｇ２構造詳細図（その１）

図面の種類

長 野 工 事 事 務 所

東日本高速道路株式会社　関東支社

図面番号

大成エンジニアリング株式会社

事 務 所 名

設計会社名

縮　  　尺 1:75

施工会社名

上 信 越 自 動 車 道

　2.施工にあたっては事前に鉄筋探査を行い、既設鉄筋を

　3.施工数量は、現場計測後に監督員と協議の上決定する

　　きらないようにすること。

　  こと。

蛭川橋（上り線）　Ｐ２橋脚（起点側）

横変位拘束構造Ｍ－Ｇ２構造詳細図（その１）

注記）

　1.既設構造物の形状を現地計測の上、必要に応じて、

　　施工内容を精査すること。

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事
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(M48ネジ切り L=155)
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下部工アンカーボルト詳細図 S=1:12.5
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3種ナット(M48用)

1種ナット(M48用)

座 金

※アンカーボルトはネジ切り部のみ溶融亜鉛めっきを施すものとする。
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21-φ56孔

削孔長 775

ブラケット1基当り(製作数:1基)

シール材詳細図 S＝1:4

20

20

シール材

不陸調整 ベースプレート

図面の種類

長 野 工 事 事 務 所

東日本高速道路株式会社　関東支社

図面番号

大成エンジニアリング株式会社

事 務 所 名

設計会社名

縮　  　尺 図  示

施工会社名

上 信 越 自 動 車 道

S=1:25蛭川橋（上り線）Ｐ２橋脚（起点側）横変位拘束構造Ｍ－Ｇ２構造詳細図（その２）

蛭川橋（上り線）　Ｐ２橋脚（起点側）

横変位拘束構造Ｍ－Ｇ２構造詳細図（その２）

注記）

1.特記なき材質は全てSM400Aとする。

2.特記なきスカーラップは全てR50とする。

3.工場製作は現場計測の上、最終決定のこと。

7.FP表記の開先溶接の箇所は、完全溶け込み溶接を用いる。

6.既設コンクリートへの削孔の際には、鉄筋探査を

　実施し、既設鉄筋は切断しないこと。

　また、既設鉄筋と干涉した場合は、断面照査の上に、

　アンカーボルト位置の調整を行うこと。

5.下部工付ブラケットは、全て溶融亜鉛めっき仕上げ

　とする。膜厚は、JIS H0401 HDZT77とする。

　ただし、ボルト・ナット類はHDZT49とする。

4.特記なき孔明けは、既設部材：φ24.5、

　新設部材：φ26.5とする。

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事
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S=1:50蛭川橋（上り線）Ｐ２橋脚（終点側）横変位拘束構造Ｍ－Ｇ３構造詳細図（その１）

横変位拘束構造Ｍ－Ｇ３構造詳細図（その１）
図面の種類

長 野 工 事 事 務 所

東日本高速道路株式会社　関東支社

図面番号

大成エンジニアリング株式会社

事 務 所 名

設計会社名

縮　  　尺 1:50

施工会社名

上 信 越 自 動 車 道

蛭川橋（上り線）　Ｐ２橋脚（終点側）

  等在実施し既設鉄筋を切断しないよう注意すること。

3.アンカ-ボルトの定着は、既設構造物

  必要に応じて、削孔位置、

2.既設構造物への削孔の際には、鉄筋探査

  より15D(D:アン力一径) 以上確保すること。

  アンカ一位置を調整し部材の製作に反映すること。

注記）

1.既設構造物の形状を現地計測の上、必要に応じて、

施工内容を精査すること。
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アンカーボルト詳細図 S=1:12.5

※アンカーボルトはネジ切り部のみ溶融亜鉛めっきを施すものとする。
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ワッシャー(M48用)

下部工側ブラケット
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補強材1基当り(製作数: 1基)
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  4 - アンカーボルト D51 x 950(SD345)

  4 - NUT M48 (第1種) (SS400)

  4 - NUT M48 (第3種) (SS400)

  1 -RIB PL  222×22× 126

  3 -WEB PL  357×22× 513

  1 -FLG PL  530×22× 372

ブラケット1基当り(製作数: 1基)

  3 -WEB PL  126×22× 186

  1 -FLG PL  216×22× 530

  1 -RIB PL  213×22× 126

  4 - WASHER M48(SS400)
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1-FILL PL 125x9x112(SS400)
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4- 六角ボルト M24×100 (強度 4.6)

1-FILL PL 144x9x155(SS400)
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蛭川橋（上り線）Ｐ２橋脚（終点側）横変位拘束構造Ｍ－Ｇ３構造詳細図（その２）

横変位拘束構造Ｍ－Ｇ３構造詳細図（その２）
図面の種類

長 野 工 事 事 務 所

東日本高速道路株式会社　関東支社

図面番号

大成エンジニアリング株式会社

事 務 所 名

設計会社名

縮　  　尺 図  示

施工会社名

上 信 越 自 動 車 道

蛭川橋（上り線）　Ｐ２橋脚（終点側）

注記）

1.特記なき材質は全てSM400Aとする。

2.特記なきスカーラップは全てR50とする。

4.上部工補強は主桁と同等以上の防錆塗装

　を施すものとする。

3.工場製作は現場計測の上、最終決定のこと。

8.FP表記の開先溶接の箇所は、完全溶け込み溶接を用いる。

7.既設コンクリートへの削孔の際には、鉄筋探査を

　実施し、既設鉄筋は切断しないこと。

　また、既設鉄筋と干涉した場合は、断面照査の上に、

　アンカーボルト位置の調整を行うこと。

6.下部工付ブラケットは、全て溶融亜鉛めっき仕上げ

　とする。膜厚は、JIS H0401 HDZT77とする。

　ただし、ボルト・ナット類はHDZT49とする。

5.特記なき孔明けは、既設部材：φ24.5、

　新設部材：φ26.5とする。

S=1:25
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アンカーボルト詳細図 S=1:12.5

※アンカーボルトはネジ切り部のみ溶融亜鉛めっきを施すものとする。
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ワッシャー(M48用)

下部工側ブラケット
G3桁

上部工補強

GG

E - E

G - G

D - D

DD

  1 -BASE PL  565×45× 560(SM400C)

  4 - アンカーボルト D51 x 950(SD345)

  4 - NUT M48 (第1種) (SS400)

  4 - NUT M48 (第3種) (SS400)

  1 -RIB PL  228×22× 126

  3 -WEB PL  334×22× 513

  1 -FLG PL  530×22× 349

ブラケット1基当り(製作数: 1基)

  3 -WEB PL  126×22× 189

  1 -FLG PL  219×22× 530

  1 -RIB PL  207×22× 126

  4 - WASHER M48(SS400)

緩衝材取付詳細図 S=1:12.5

φ
19

φ
40

50

BN M16x75

(1-Uナット,2-W付)

緩衝材

(クロロプレンゴム)

22

2030

緩衝材詳細図

2
19

40
1
39

40

400

50 300 50

50

30 20

2
19

40
1
39

40

1
55

2
50

1
55

5
60

30
22

2
28

22
2
07

22
30

22 126 22 513 15

15 22 513 15

565

65
4
00

65

5
30

565

橋脚天端

4-φ56孔

2
28

22
2
07

22
15

22
15

E

E

F

F

F - F

3
8～

33

無収縮モルタル t=30～40mm
σck=24N/mm2

G3桁
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1 - 緩衝材 219 x 50 x 400(クロロプレンゴム相当) <硬度55°±5°程度>

4 - BN M16 x 75(1-Uナット,2-W付)(SS400)(メッキボルト)
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既設SOLE

C - C

補強材1基当り(製作数: 1基)

4-H.T.B M22×95 (F10T)

1-BASE PL 244x22x115

1-FLG PL 259x22x186

1-WEB PL 115x12x139

8-H.T.B M22×65 (F10T)

1-FILL PL 126x9x115(SS400)

1-FLG PL 176x12x155

1-WEB PL 146x22x139

1-BASE PL 146x22x115

1-FLG PL 93x22x186

1-WEB PL 115x12x139

1-FLG PL 153x12x155

1-WEB PL 160x22x139

1-FILL PL 224x9x115(SS400)

1-BASE PL 243x22x113

1-WEB PL 113x12x139

1-FILL PL 126x9x113(SS400)

1-FLG PL 176x12x155

1-WEB PL 144x22x139

1-BASE PL 146x22x113

1-WEB PL 113x12x139

1-FLG PL 153x12x155

1-WEB PL 144x22x139

1-FILL PL 223x9x113(SS400)

4- 六角ボルト M24×100 (強度 4.6)

1-FILL PL 144x9x155(SS400)

1-FILL PL 133x9x155(SS400)

1-FILL PL 144x9x155(SS400)

1-FILL PL 133x9x155(SS400)

蛭川橋（上り線）Ｐ２橋脚（終点側）横変位拘束構造Ｍ－Ｇ３構造詳細図（その３）

横変位拘束構造Ｍ－Ｇ３構造詳細図（その３）
図面の種類

長 野 工 事 事 務 所

東日本高速道路株式会社　関東支社

図面番号

大成エンジニアリング株式会社

事 務 所 名

設計会社名

縮　  　尺 図  示

施工会社名

上 信 越 自 動 車 道

蛭川橋（上り線）　Ｐ２橋脚（終点側）

注記）

1.特記なき材質は全てSM400Aとする。

2.特記なきスカーラップは全てR50とする。

4.上部工補強は主桁と同等以上の防錆塗装

　を施すものとする。

3.工場製作は現場計測の上、最終決定のこと。

8.FP表記の開先溶接の箇所は、完全溶け込み溶接を用いる。

7.既設コンクリートへの削孔の際には、鉄筋探査を

　実施し、既設鉄筋は切断しないこと。

　また、既設鉄筋と干涉した場合は、断面照査の上に、

　アンカーボルト位置の調整を行うこと。

6.下部工付ブラケットは、全て溶融亜鉛めっき仕上げ

　とする。膜厚は、JIS H0401 HDZT77とする。

　ただし、ボルト・ナット類はHDZT49とする。

5.特記なき孔明けは、既設部材：φ24.5、

　新設部材：φ26.5とする。

S=1:25

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事
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全3組

アンカーボルトD51(SD345)
埋込み長=765mm
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埋込み長=765mm

アンカーボルトD51(SD345)
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設計水平力
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30

S=1:75蛭川橋（上り線）Ａ２橋台　横変位拘束構造Ｍ－Ｇ４構造詳細図（その１）

横変位拘束構造Ｍ－Ｇ４構造詳細図（その１）
図面の種類

長 野 工 事 事 務 所

東日本高速道路株式会社　関東支社

図面番号

大成エンジニアリング株式会社

事 務 所 名

設計会社名

縮　  　尺 1:75

施工会社名

上 信 越 自 動 車 道

蛭川橋（上り線）　Ａ２橋台

注記）

　2.既設構造物への削孔の際には、鉄筋探査等を実施

　3.アンカーボルトの定着は、既設構造物より15D

    し既設鉄筋を切断しないよう注意すること。必要

　  (D:アンカー径)以上確保すること。

    に応じて、削孔位置、アンカー位置を調整し部材

    の製作に反映すること。

1.既設構造物の形状を現地計測の上、必要に応じて、

施工内容を精査すること。

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事
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30 470 30

530

アンカーボルト詳細図 S=1:12.5

下部工側ブラケット
G5桁

上部工補強

E - E

G - G

D - D

D D

4-H.T.B M22×95 (F10T)

補強材1基当り(製作数: 1基)

1-BASE PL 185x22x130

1-FLG PL 123x22x184

1-WEB PL 130x22x139

4- 六角ボルト M24×100 (強度 4.6)

1-FILL PL 273x9x130(SS400)

  1 -BASE PL  565×40× 560(SM400C)

  4 - アンカーボルト D51 x 945(SD345)

  4 - NUT M48 (第1種) (SS400)

  4 - NUT M48 (第3種) (SS400)

  1 -RIB PL  228×22× 126

  3 -WEB PL  322×22× 513

  1 -FLG PL  530×22× 337

ブラケット1基当り(製作数: 1基)

  3 -WEB PL  126×22× 184

  1 -FLG PL  214×22× 530

  1 -RIB PL  207×22× 126

  4 - WASHER M48(SS400)

緩衝材取付詳細図 S=1:12.5
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アンカーボルトD51(SD345)

埋込み長=765mm

G5桁

橋脚天端

1 - 緩衝材 214 x 50 x 470(クロロプレンゴム相当) <硬度55°±5°程度>

4 - BN M16 x 75(1-Uナット,2-W付)(SS400)(メッキボルト)

1-FLG PL 193x12x155

1-WEB PL 164x22x139

1-BASE PL 293x22x130

1-FLG PL 306x22x184

1-WEB PL 130x22x139

1-FLG PL 216x12x155

1-WEB PL 164x22x139

1-FILL PL 165x9x130(SS400)

1-BASE PL 185x22x130

1-WEB PL 130x22x139

1-FILL PL 273x9x130(SS400)

1-FLG PL 193x12x155

1-WEB PL 164x22x139

1-BASE PL 293x22x130

1-WEB PL 130x22x139

1-FLG PL 216x12x155

1-WEB PL 164x22x139

1-FILL PL 165x9x130(SS400)

50

96

3
22

15

530 15

560

15 15

1
55

150.5

129

9

912

2020
FP

40
1
34

40

2
14

R35

129.512

9

12129.5

22

141.5

310

141.5

22
2
45

61

22

15

2
93

19
1
23

26

1
08

19
2
93

61
70

2
45

2
16

1
93

1
93

2
09

99

4
20

22
22

C

C

A A

310

1-FILL PL 173x9x155(SS400)

1-FILL PL 184x9x155(SS400)

1-FILL PL 173x9x155(SS400)

1-FILL PL 184x9x155(SS400)

50221262251315

90 423

2
14

15
1
84

15

81
22

81

41
40

2
72

50

3
22

15

31
22

2
19

G G

7

565

橋脚天端

E

E

F

F

アンカーボルトD51(SD345)

埋込み長=765mm

30

3
37

1
23

60°(7)
7

60°(7)
7

60°(7)
7

60°(7)
7

7

26

164
46

164

46

164

164

2216
22

22 16
22

59
°
12
'5
6"

4
35

ボ
ル

ト
長
 
9
45

埋
込

み
長
 
7
65

アンカーボルトD51x945

1
80

削
孔

長
 
7
75

削孔径

φ61
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(M48ネジ切り L=180)

3種ナット(M48用)

1種ナット(M48用)
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※アンカーボルトはネジ切り部のみ溶融亜鉛めっきを施すものとする。

D51

10

8

ワッシャー(M48用)

3
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無収縮モルタル t=30～42mm
σck=24N/mm2
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4-φ28孔

既設ボルト取替

既設SOLE 既設SOLE

90 130 90
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2
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70

図面の種類

長 野 工 事 事 務 所

東日本高速道路株式会社　関東支社

図面番号

大成エンジニアリング株式会社

事 務 所 名

設計会社名

縮　  　尺 図  示

施工会社名

上 信 越 自 動 車 道

蛭川橋（上り線）Ａ２橋台　横変位拘束構造Ｍ－Ｇ４構造詳細図（その２）

注記）

1.特記なき材質は全てSM400Aとする。

2.特記なきスカーラップは全てR50とする。

4.上部工補強は主桁と同等以上の防錆塗装

　を施すものとする。

3.工場製作は現場計測の上、最終決定のこと。

8.FP表記の開先溶接の箇所は、完全溶け込み溶接を用いる。

7.既設コンクリートへの削孔の際には、鉄筋探査を

　実施し、既設鉄筋は切断しないこと。

　また、既設鉄筋と干涉した場合は、断面照査の上に、

　アンカーボルト位置の調整を行うこと。

6.下部工付ブラケットは、全て溶融亜鉛めっき仕上げ

　とする。膜厚は、JIS H0401 HDZT77とする。

　ただし、ボルト・ナット類はHDZT49とする。

5.特記なき孔明けは、既設部材：φ24.5、

　新設部材：φ26.5とする。

横変位拘束構造Ｍ－Ｇ４構造詳細図（その２）

蛭川橋（上り線）　Ａ２橋台

S=1:25

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事
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30 470 30

530

アンカーボルト詳細図 S=1:12.5

下部工側ブラケット
G3桁

上部工補強

E - E

G - G

D - D

D D

補強材1基当り(製作数: 1基)

  1 -BASE PL  565×40× 560(SM400C)

  4 - アンカーボルト D51 x 945(SD345)

  4 - NUT M48 (第1種) (SS400)

  4 - NUT M48 (第3種) (SS400)

  1 -RIB PL  228×22× 126

  3 -WEB PL  343×22× 513

  1 -FLG PL  530×22× 358

ブラケット1基当り(製作数: 1基)

  3 -WEB PL  126×22× 183

  1 -FLG PL  213×22× 530

  1 -RIB PL  207×22× 126

  4 - WASHER M48(SS400)

緩衝材取付詳細図 S=1:12.5
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アンカーボルトD51(SD345)

埋込み長=765mm

G3桁

橋脚天端

1 - 緩衝材 213 x 50 x 470(クロロプレンゴム相当) <硬度55°±5°程度>

4 - BN M16 x 75(1-Uナット,2-W付)(SS400)(メッキボルト)
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※アンカーボルトはネジ切り部のみ溶融亜鉛めっきを施すものとする。
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4-H.T.B M22×95 (F10T)

1-BASE PL 185x22x120

1-FLG PL 127x22x183

1-WEB PL 120x22x139

4- 六角ボルト M24×100 (強度 4.6)

1-FILL PL 269x9x120(SS400)

1-FLG PL 193x12x155

1-WEB PL 154x22x139

1-BASE PL 289x22x120

1-FLG PL 303x22x183

1-WEB PL 120x22x139

1-FLG PL 216x12x155

1-WEB PL 154x22x139

1-FILL PL 165x9x120(SS400)

1-BASE PL 185x22x120

1-WEB PL 120x22x139

1-FILL PL 270x9x120(SS400)

1-FLG PL 192x12x155

1-WEB PL 154x22x139

1-BASE PL 290x22x120

1-WEB PL 120x22x139

1-FLG PL 216x12x155

1-WEB PL 154x22x139

1-FILL PL 165x9x120(SS400)

1-FILL PL 172x9x155(SS400)

1-FILL PL 184x9x155(SS400)

1-FILL PL 172x9x155(SS400)

1-FILL PL 184x9x155(SS400)

58
°
29
'5
2"

4-φ28孔

既設ボルト取替

既設SOLE 既設SOLE

8013080

70
2
80

70

図面の種類

長 野 工 事 事 務 所

東日本高速道路株式会社　関東支社

図面番号

大成エンジニアリング株式会社

事 務 所 名

設計会社名

縮　  　尺 図  示

施工会社名

上 信 越 自 動 車 道

蛭川橋（上り線）Ａ２橋台　横変位拘束構造Ｍ－Ｇ４構造詳細図（その３）

注記）

1.特記なき材質は全てSM400Aとする。

2.特記なきスカーラップは全てR50とする。

4.上部工補強は主桁と同等以上の防錆塗装

　を施すものとする。

3.工場製作は現場計測の上、最終決定のこと。

8.FP表記の開先溶接の箇所は、完全溶け込み溶接を用いる。

7.既設コンクリートへの削孔の際には、鉄筋探査を

　実施し、既設鉄筋は切断しないこと。

　また、既設鉄筋と干涉した場合は、断面照査の上に、

　アンカーボルト位置の調整を行うこと。

6.下部工付ブラケットは、全て溶融亜鉛めっき仕上げ

　とする。膜厚は、JIS H0401 HDZT77とする。

　ただし、ボルト・ナット類はHDZT49とする。

5.特記なき孔明けは、既設部材：φ24.5、

　新設部材：φ26.5とする。

横変位拘束構造Ｍ－Ｇ４構造詳細図（その３）

蛭川橋（上り線）　Ａ２橋台

S=1:25

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事
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アンカーボルト詳細図 S=1:12.5

下部工側ブラケット
G2桁

上部工補強

E - E

G - G

D - D

補強材1基当り(製作数: 1基)

  1 -BASE PL  565×40× 560(SM400C)

  4 - アンカーボルト D51 x 945(SD345)

  4 - NUT M48 (第1種) (SS400)

  4 - NUT M48 (第3種) (SS400)

  1 -RIB PL  228×22× 126

  3 -WEB PL  357×22× 513

  1 -FLG PL  530×22× 372

ブラケット1基当り(製作数: 1基)

  3 -WEB PL  126×22× 184

  1 -FLG PL  214×22× 530

  1 -RIB PL  207×22× 126

  4 - WASHER M48(SS400)

緩衝材取付詳細図 S=1:12.5

φ
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φ
40

50

BN M16x75

(1-Uナット,2-W付)

緩衝材

(クロロプレンゴム)
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2030

緩衝材詳細図
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3
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15 22 228 22 207 2215

530

アンカーボルトD51(SD345)

埋込み長=765mm

G2桁

橋脚天端

1 - 緩衝材 214 x 50 x 470(クロロプレンゴム相当) <硬度55°±5°程度>

4 - BN M16 x 75(1-Uナット,2-W付)(SS400)(メッキボルト)
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アンカーボルトD51(SD345)

埋込み長=765mm
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孔

長
 
7
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削孔径

φ61

エポキシ樹脂系注入材

(M48ネジ切り L=180)

3種ナット(M48用)

1種ナット(M48用)

ネ
ジ

切
り
長

1
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75

2
6～

32

※アンカーボルトはネジ切り部のみ溶融亜鉛めっきを施すものとする。

D51

10

8

ワッシャー(M48用)

3
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無収縮モルタル t=30～42mm
σck=24N/mm2
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1
81

1
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1
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1
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4
35

4-H.T.B M22×95 (F10T)

1-BASE PL 185x22x140

1-FLG PL 113x22x184

1-WEB PL 140x22x139

4- 六角ボルト M24×100 (強度 4.6)

1-FILL PL 283x9x140(SS400)

1-FLG PL 192x12x155

1-WEB PL 178x22x139

1-BASE PL 303x22x140

1-FLG PL 317x22x184

1-WEB PL 140x22x139

1-FLG PL 216x12x155

1-WEB PL 178x22x139

1-FILL PL 165x9x140(SS400)

1-BASE PL 185x22x140

1-WEB PL 140x22x139

1-FILL PL 283x9x140(SS400)

1-FLG PL 192x12x155

1-WEB PL 178x22x139

1-BASE PL 303x22x140

1-WEB PL 140x22x139

1-FLG PL 216x12x155

1-WEB PL 178x22x139

1-FILL PL 165x9x140(SS400)

1-FILL PL 172x9x155(SS400)

1-FILL PL 184x9x155(SS400)

1-FILL PL 172x9x155(SS400)

1-FILL PL 184x9x155(SS400)

58°
8'9

"

4-φ28孔

既設ボルト取替

既設SOLE 既設SOLE

100 130 100

70
2
80

70

図面の種類

長 野 工 事 事 務 所

東日本高速道路株式会社　関東支社

図面番号

大成エンジニアリング株式会社

事 務 所 名

設計会社名

縮　  　尺 図  示

施工会社名

上 信 越 自 動 車 道

蛭川橋（上り線）Ａ２橋台　横変位拘束構造Ｍ－Ｇ４構造詳細図（その４）

注記）

1.特記なき材質は全てSM400Aとする。

2.特記なきスカーラップは全てR50とする。

4.上部工補強は主桁と同等以上の防錆塗装

　を施すものとする。

3.工場製作は現場計測の上、最終決定のこと。

8.FP表記の開先溶接の箇所は、完全溶け込み溶接を用いる。

7.既設コンクリートへの削孔の際には、鉄筋探査を

　実施し、既設鉄筋は切断しないこと。

　また、既設鉄筋と干涉した場合は、断面照査の上に、

　アンカーボルト位置の調整を行うこと。

6.下部工付ブラケットは、全て溶融亜鉛めっき仕上げ

　とする。膜厚は、JIS H0401 HDZT77とする。

　ただし、ボルト・ナット類はHDZT49とする。

5.特記なき孔明けは、既設部材：φ24.5、

　新設部材：φ26.5とする。

横変位拘束構造Ｍ－Ｇ４構造詳細図（その４）

蛭川橋（上り線）　Ａ２橋台　

S=1:25

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事
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正 面 図
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側 面 図
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A1

P1側

1
35
(
H)

9
50

344 656

アンカーボルトD51(SD345)
埋込み長=765mm

縁端拡幅工Ｂ

9
50

250

縁端拡幅工Ｂ

縁端拡幅工Ｂ

2
50

1096151510122

1096151510122

2
40

配置図

A1 A1＇ P2P1

下り線

上り線

横変位拘束構造Ｍ

横変位拘束構造Ｍ
鋼製ブラケット

横変位拘束構造Ｍ
鋼製ブラケット

2
48

5

3
06

9
49 1
2
55

全周にシール材 20x20

不陸調整樹脂パテ材

t=5mm

横変位拘束構造Ｍ
鋼製ブラケット

15

15

9
50

PC鋼材

アンカーバー

101

死荷重反力

設計水平力

1050 ｋN

950 ｋN

S=1:75蛭川橋（下り線）Ａ１橋台　横変位拘束構造Ｍ－Ｇ５構造詳細図（その１）

図面の種類

長 野 工 事 事 務 所

東日本高速道路株式会社　関東支社

図面番号

大成エンジニアリング株式会社

事 務 所 名

設計会社名

縮　  　尺 1:75

施工会社名

上 信 越 自 動 車 道

蛭川橋（下り線）　Ａ１橋台

　2.施工にあたっては事前に鉄筋探査を行い、既設鉄筋を

　3.施工数量は、現場計測後に監督員と協議の上決定する

　　きらないようにすること。

　  こと。

横変位拘束構造Ｍ－Ｇ５構造詳細図（その１）

注記）

1.既設構造物の形状を現地計測の上、必要に応じて、

施工内容を精査すること。
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E - E

2
40

1
09

22
1
09

20
2
00

20
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00
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540

256 28 256

70 400 70

540

20 500 20

D - D

　1 - FLG  PL  240×32× 540(SM490B)

  1 - RIB  PL  220×22×1213

　1 - BASE PL 1255×28×1515

 12 - PL  115×25× 115 

 12 - アンカーボルト D51 x1165(SD345)

 12 - NUT M48(第1種)(SS400)

  4 - Rib  PL  220×22×1097

　1 - FLG  PL  240×22×1262

  1 - Rib  PL  220×22×1462

  1 - Rib  PL  220×22×1561

  8 - Rib  PL   94×22× 220

  4 - RIB  PL  160×22× 220

  1 - RIB  PL  220×22× 276

  4 - RIB  PL  210×22× 278

 12 - NUT M48(第3種)(SS400)

座金詳細図 S=1:5
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緩衝材取付詳細図 S=1:12.5
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緩衝材

(クロロプレンゴム)
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緩衝材詳細図
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4 - BN   M16×80(SS400)(1-Uナット,2-W付)

1 - クロロプレンゴム 200×50×500（硬度55°±5°程度）
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孔
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D
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ボルト長 1165

ネジ切り長
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エポキシ樹脂系注入材

150

埋込み長 765 5 28 25 92

204329

アンカーボルトD51x1165
(M48ネジ切り L=150)

10

下部工アンカーボルト詳細図 S=1:12.5

M
48

3種ナット(M48用)

1種ナット(M48用)

座 金

※アンカーボルトはネジ切り部のみ溶融亜鉛めっきを施すものとする。
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縁端拡幅
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1
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50 170

FP

FP

アンカーボルトD51(SD345)

210

8 7

7

8

8

下部工橋脚天端

8

FP

12-φ56孔

FP

FP

D

D

削孔長 775

ブラケット1基当り(製作数:1基)

シール材詳細図 S＝1:4

20

20

シール材

不陸調整 ベースプレート

図面の種類

長 野 工 事 事 務 所

東日本高速道路株式会社　関東支社

図面番号

大成エンジニアリング株式会社

事 務 所 名

設計会社名

縮　  　尺 図  示

施工会社名

上 信 越 自 動 車 道

S=1:25蛭川橋（下り線）Ａ１橋台　横変位拘束構造Ｍ－Ｇ５構造詳細図（その２）

蛭川橋（下り線）　Ａ１橋台

横変位拘束構造Ｍ－Ｇ５構造詳細図（その２）

注記）

1.特記なき材質は全てSM400Aとする。

2.特記なきスカーラップは全てR50とする。

4.上部工ブラケット及び,桁補強は主桁と同等以上の

　防錆塗装を施すものとする。

3.工場製作は現場計測の上、最終決定のこと。

8.FP表記の開先溶接の箇所は、完全溶け込み溶接を用いる。

7.既設コンクリートへの削孔の際には、鉄筋探査を

　実施し、既設鉄筋は切断しないこと。

　また、既設鉄筋と干涉した場合は、断面照査の上に、

　アンカーボルト位置の調整を行うこと。

6.下部工付ブラケットは、全て溶融亜鉛めっき仕上げ

　とする。膜厚は、JIS H0401 HDZT77とする。

　ただし、ボルト・ナット類はHDZT49とする。

5.特記なき孔明けは、既設部材：φ24.5、

　新設部材：φ26.5とする。
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配置図
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横変位拘束構造Ｍ
鋼製ブラケット

アンカーボルトD51(SD345)

埋込み長=765mm

全周にシール材 20x20

不陸調整樹脂パテ材

t=5mm

横変位拘束構造Ｍ
鋼製ブラケット
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1
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45

3
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横変位拘束構造Ｍ
鋼製ブラケット

15

15

アンカーバー

PC鋼材

死荷重反力

設計水平力

1800 ｋN

1650 ｋN

S=1:75蛭川橋（下り線）Ｐ２橋脚（起点側）横変位拘束構造Ｍ－Ｇ６構造詳細図（その１）

図面の種類

長 野 工 事 事 務 所

東日本高速道路株式会社　関東支社

図面番号

大成エンジニアリング株式会社

事 務 所 名

設計会社名

縮　  　尺 1:75

施工会社名

上 信 越 自 動 車 道

　2.施工にあたっては事前に鉄筋探査を行い、既設鉄筋を

　3.施工数量は、現場計測後に監督員と協議の上決定する

　　きらないようにすること。

　  こと。

蛭川橋（下り線）　Ｐ２橋脚（起点側）

横変位拘束構造Ｍ－Ｇ６構造詳細図（その１）

注記）

1.既設構造物の形状を現地計測の上、必要に応じて、

施工内容を精査すること。
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E - E
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20 580 20

D - D

　1 - FLG  PL  240×40× 620(SM490B)

  1 - RIB  PL  230×22×1393

　1 - BASE PL 1435×32×1706

 18 - PL  115×25× 115 

 18 - アンカーボルト D51 x1520(SD345)

 18 - NUT M48(第1種)(SS400)

  6 - Rib  PL  230×22×1277

　1 - FLG  PL  250×22×1562

  1 - Rib  PL  230×22×1645

  1 - Rib  PL  230×22×1803

 11 - Rib  PL   94×22× 230

  5 - RIB  PL  180×22× 230

  1 - RIB  PL  230×22× 296

  6 - RIB  PL  220×22× 228

 18 - NUT M48(第3種)(SS400)

座金詳細図 S=1:5
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アンカーボルトD51(SD345)縁端拡幅 600

削
孔
径
φ
61

D
51

ボルト長 1520

ネジ切り長

155

エポキシ樹脂系注入材

155

埋込み長 765 5 32 25 93

214329

アンカーボルトD51x1520
(M48ネジ切り L=155)

10

下部工アンカーボルト詳細図 S=1:12.5

M
48

3種ナット(M48用)

1種ナット(M48用)

座 金

※アンカーボルトはネジ切り部のみ溶融亜鉛めっきを施すものとする。

縁端拡幅幅 600

下部工橋脚天端

削孔長 775

ブラケット1基当り(製作数:1基)

シール材詳細図 S＝1:4

20

20

シール材

不陸調整 ベースプレート

図面の種類

長 野 工 事 事 務 所

東日本高速道路株式会社　関東支社

図面番号

大成エンジニアリング株式会社

事 務 所 名

設計会社名

縮　  　尺 図  示

施工会社名

上 信 越 自 動 車 道

S=1:25蛭川橋（下り線）Ｐ２橋脚（起点側）横変位拘束構造Ｍ－Ｇ６構造詳細図（その２）

蛭川橋（下り線）　Ｐ２橋脚（起点側）

横変位拘束構造Ｍ－Ｇ６構造詳細図（その２）

注記）

1.特記なき材質は全てSM400Aとする。

2.特記なきスカーラップは全てR50とする。

3.工場製作は現場計測の上、最終決定のこと。

7.FP表記の開先溶接の箇所は、完全溶け込み溶接を用いる。

6.既設コンクリートへの削孔の際には、鉄筋探査を

　実施し、既設鉄筋は切断しないこと。

　また、既設鉄筋と干涉した場合は、断面照査の上に、

　アンカーボルト位置の調整を行うこと。

5.下部工付ブラケットは、全て溶融亜鉛めっき仕上げ

　とする。膜厚は、JIS H0401 HDZT77とする。

　ただし、ボルト・ナット類はHDZT49とする。

4.特記なき孔明けは、既設部材：φ24.5、

　新設部材：φ26.5とする。

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事
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配置図
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横変位拘束構造Ｍ
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側 面 図(2-2)
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縁端拡幅工Ｂ

アンカーボルトD51(SD345)

埋込み長=765mm

横変位拘束構造Ｍ

アンカーボルトD51(SD345)

埋込み長=765mm

横変位拘束構造Ｍ

横変位拘束構造Ｍ

74
8

15
29
2

74
8

15
29
2

全2基

全2基

全2基

全2基

死荷重反力

設計水平力

1500 ｋN

1350 ｋN

S=1:75蛭川橋（下り線）Ｐ２橋脚（終点側）横変位拘束構造Ｍ－Ｇ７構造詳細図（その１）

横変位拘束構造Ｍ－Ｇ７構造詳細図（その１）
図面の種類

長 野 工 事 事 務 所

東日本高速道路株式会社　関東支社

図面番号

大成エンジニアリング株式会社

事 務 所 名

設計会社名

縮　  　尺 1:75

施工会社名

上 信 越 自 動 車 道

蛭川橋（下り線）　Ｐ２橋脚（終点側）

　2.既設構造物への削孔の際には、鉄筋探査等を実施

　3.アンカーボルトの定着は、既設構造物より15D

    し既設鉄筋を切断しないよう注意すること。必要

　  (D:アンカー径)以上確保すること。

    に応じて、削孔位置、アンカー位置を調整し部材

    の製作に反映すること。

注記）

1.既設構造物の形状を現地計測の上、必要に応じて、

施工内容を精査すること。

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事
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エポキシ樹脂系注入材

(M48ネジ切り L=180)

3種ナット(M48用)

1種ナット(M48用)

ネ
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り
長
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36
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2
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35

アンカーボルト詳細図 S=1:12.5

※アンカーボルトはネジ切り部のみ溶融亜鉛めっきを施すものとする。

D51

10

8

ワッシャー(M48用)

下部工側ブラケット
G2桁

上部工補強

E - E

G - G

D - D

DD

4-H.T.B M22×95 (F10T)

補強材1基当り(製作数: 1基)

1-BASE PL 229x22x110

1-FLG PL 241x22x183

1-WEB PL 110x12x139

8-H.T.B M22×65 (F10T)

1-FILL PL 117x9x110(SS400)

  1 -BASE PL  565×36× 560(SM400B)

  4 - アンカーボルト D51 x 945(SD345)

  4 - NUT M48 (第1種) (SS400)

  4 - NUT M48 (第3種) (SS400)

  1 -RIB PL  228×22× 126

  3 -WEB PL  339×22× 513

  1 -FLG PL  530×22× 354

ブラケット1基当り(製作数: 1基)

  3 -WEB PL  126×22× 183

  1 -FLG PL  213×22× 530

  1 -RIB PL  207×22× 126

  4 - WASHER M48(SS400)

緩衝材取付詳細図 S=1:12.5
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アンカーボルトD51(SD345)

埋込み長=765mm

無収縮モルタル t=30～45mm
σck=24N/mm2

G2桁

橋脚天端

1 - 緩衝材 213 x 50 x 370(クロロプレンゴム相当) <硬度55°±5°程度>

4 - BN M16 x 75(1-Uナット,2-W付)(SS400)(メッキボルト)

1-FLG PL 166x12x155

1-WEB PL 138x22x139

1-BASE PL 137x22x110

1-FLG PL 90x22x183

1-WEB PL 110x12x139

1-FLG PL 144x12x155

1-WEB PL 138x22x139

1-FILL PL 209x9x110(SS400)

1-BASE PL 137x22x110

1-WEB PL 110x12x139

1-FILL PL 209x9x110(SS400)

1-FLG PL 144x12x155

1-WEB PL 139x22x139

1-BASE PL 229x22x110

1-WEB PL 110x12x139

1-FLG PL 166x12x155

1-WEB PL 139x22x139

1-FILL PL 117x9x110(SS400)
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アンカーボルトD51(SD345)

埋込み長=765mm
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4- 六角ボルト M24×100 (強度 4.6)

3
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33

40

2
13

60°(7)
7

60°(7)
7

60°(7)
7

60°(7)
7

R3
5

7

1-FILL PL 135x9x155(SS400)

1-FILL PL 124x9x155(SS400)

1-FILL PL 124x9x155(SS400)

1-FILL PL 135x9x155(SS400)

既設SOLE 既設SOLE

4-φ28孔

既設ボルト取替

70 130 70

45
2
30

45

図面の種類

長 野 工 事 事 務 所

東日本高速道路株式会社　関東支社

図面番号

大成エンジニアリング株式会社

事 務 所 名

設計会社名

縮　  　尺 図  示

施工会社名

上 信 越 自 動 車 道

蛭川橋（下り線）Ｐ２橋脚（終点側）横変位拘束構造Ｍ－Ｇ７構造詳細図（その２）

横変位拘束構造Ｍ－Ｇ７構造詳細図（その２）

蛭川橋（下り線）　Ｐ２橋脚（終点側）

注記）

1.特記なき材質は全てSM400Aとする。

2.特記なきスカーラップは全てR50とする。

4.上部工桁補強は主桁と同等以上の防錆塗装

　を施すものとする。

3.工場製作は現場計測の上、最終決定のこと。

8.FP表記の開先溶接の箇所は、完全溶け込み溶接を用いる。

7.既設コンクリートへの削孔の際には、鉄筋探査を

　実施し、既設鉄筋は切断しないこと。

　また、既設鉄筋と干涉した場合は、断面照査の上に、

　アンカーボルト位置の調整を行うこと。

6.下部工付ブラケットは、全て溶融亜鉛めっき仕上げ

　とする。膜厚は、JIS H0401 HDZT77とする。

　ただし、ボルト・ナット類はHDZT49とする。

5.特記なき孔明けは、既設部材：φ24.5、

　新設部材：φ26.5とする。

S=1:25
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アンカーボルト詳細図 S=1:12.5

※アンカーボルトはネジ切り部のみ溶融亜鉛めっきを施すものとする。
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ワッシャー(M48用)

下部工側ブラケット
G4桁

上部工補強

E - E

G - G

D - D

DD

4-H.T.B M22×95 (F10T)

補強材1基当り(製作数: 1基)

1-BASE PL 229x22x110

1-FLG PL 241x22x181

1-WEB PL 110x12x139

8-H.T.B M22×65 (F10T)

1-FILL PL 117x9x110(SS400)

  1 -BASE PL  565×36× 560(SM400B)

  4 - アンカーボルト D51 x 945(SD345)

  4 - NUT M48 (第1種) (SS400)

  4 - NUT M48 (第3種) (SS400)

  1 -RIB PL  228×22× 126

  3 -WEB PL  339×22× 513

  1 -FLG PL  530×22× 354

ブラケット1基当り(製作数: 1基)

  3 -WEB PL  126×22× 181

  1 -FLG PL  211×22× 530

  1 -RIB PL  207×22× 126

  4 - WASHER M48(SS400)

緩衝材取付詳細図 S=1:12.5
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アンカーボルトD51(SD345)

埋込み長=765mm

無収縮モルタル t=30～45mm
σck=24N/mm2

G4桁

橋脚天端

1 - 緩衝材 213 x 50 x 370(クロロプレンゴム相当) <硬度55°±5°程度>

4 - BN M16 x 75(1-Uナット,2-W付)(SS400)(メッキボルト)

1-FLG PL 166x12x155

1-WEB PL 138x22x139

1-BASE PL 137x22x110

1-FLG PL 90x22x181

1-WEB PL 110x12x139

1-FLG PL 144x12x155

1-WEB PL 138x22x139

1-FILL PL 209x9x110(SS400)

1-BASE PL 137x22x110

1-WEB PL 110x12x139

1-FILL PL 209x9x110(SS400)

1-FLG PL 144x12x155

1-WEB PL 139x22x139

1-BASE PL 229x22x110

1-WEB PL 110x12x139

1-FLG PL 166x12x155

1-WEB PL 139x22x139

1-FILL PL 117x9x110(SS400)
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既設SOLE 既設SOLE
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既設ボルト取替
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図面の種類

長 野 工 事 事 務 所

東日本高速道路株式会社　関東支社

図面番号

大成エンジニアリング株式会社

事 務 所 名

設計会社名

縮　  　尺 図  示

施工会社名

上 信 越 自 動 車 道

蛭川橋（下り線）Ｐ２橋脚（終点側）横変位拘束構造Ｍ－Ｇ７構造詳細図（その３）

注記）

横変位拘束構造Ｍ－Ｇ７構造詳細図（その３）

蛭川橋（下り線）　Ｐ２橋脚（終点側）

1.特記なき材質は全てSM400Aとする。

2.特記なきスカーラップは全てR50とする。

4.上部工補強は主桁と同等以上の防錆塗装

　を施すものとする。

3.工場製作は現場計測の上、最終決定のこと。

8.FP表記の開先溶接の箇所は、完全溶け込み溶接を用いる。

7.既設コンクリートへの削孔の際には、鉄筋探査を

　実施し、既設鉄筋は切断しないこと。

　また、既設鉄筋と干涉した場合は、断面照査の上に、

　アンカーボルト位置の調整を行うこと。

6.下部工付ブラケットは、全て溶融亜鉛めっき仕上げ

　とする。膜厚は、JIS H0401 HDZT77とする。

　ただし、ボルト・ナット類はHDZT49とする。

5.特記なき孔明けは、既設部材：φ24.5、

　新設部材：φ26.5とする。

S=1:25
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配置図
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横変位拘束構造Ｍ

2

縁端拡幅工Ｂ
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1
0
00

横変位拘束構造Ｍ

全2基

横変位拘束構造Ｍ

全2基

アンカーボルトD51(SD345)
埋込み長=765mm

アンカーボルトD51(SD345)
埋込み長=765mm

74
7

15
30
2

74
7

15
31
2

死荷重反力

設計水平力

1650 ｋN

1485 ｋN

S=1:75蛭川橋（下り線）Ａ２橋台　横変位拘束構造Ｍ－Ｇ８構造詳細図（その１）

横変位拘束構造Ｍ－Ｇ８構造詳細図（その１）
図面の種類

長 野 工 事 事 務 所

東日本高速道路株式会社　関東支社

図面番号

大成エンジニアリング株式会社

事 務 所 名

設計会社名

縮　  　尺 1:75

施工会社名

上 信 越 自 動 車 道

蛭川橋（下り線）　Ａ２橋台　

　2.既設構造物への削孔の際には、鉄筋探査等を実施

　3.アンカーボルトの定着は、既設構造物より15D

    し既設鉄筋を切断しないよう注意すること。必要

　  (D:アンカー径)以上確保すること。

    に応じて、削孔位置、アンカー位置を調整し部材

    の製作に反映すること。

注記）

1.既設構造物の形状を現地計測の上、必要に応じて、

施工内容を精査すること。
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30 470 30

530

アンカーボルト詳細図 S=1:12.5

下部工側ブラケット
G2桁

上部工補強

E - E

G - G

D - D

D D

4-H.T.B M22×95 (F10T)

補強材1基当り(製作数: 1基)

1-BASE PL 285x22x115

1-FLG PL 298x22x184

1-WEB PL 115x22x139

4- 六角ボルト M24×100 (強度 4.6)

1-FILL PL 167x9x115(SS400)

  1 -BASE PL  565×45× 560(SM400C)

  4 - アンカーボルト D51 x 950(SD345)

  4 - NUT M48 (第1種) (SS400)

  4 - NUT M48 (第3種) (SS400)

  1 -RIB PL  228×22× 126

  3 -WEB PL  333×22× 513

  1 -FLG PL  530×22× 348

ブラケット1基当り(製作数: 1基)

  3 -WEB PL  126×22× 184

  1 -FLG PL  214×22× 530

  1 -RIB PL  207×22× 126

  4 - WASHER M48(SS400)

緩衝材取付詳細図 S=1:12.5
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アンカーボルトD51(SD345)

埋込み長=765mm

G2桁

橋脚天端

1 - 緩衝材 214 x 50 x 400(クロロプレンゴム相当) <硬度55°±5°程度>

4 - BN M16 x 75(1-Uナット,2-W付)(SS400)(メッキボルト)

1-FLG PL 217x12x155

1-WEB PL 147x22x139

1-BASE PL 187x22x115

1-FLG PL 134x22x184

1-WEB PL 115x22x139

1-FLG PL 194x12x155

1-WEB PL 146x22x139

1-FILL PL 265x9x115(SS400)

1-BASE PL 285x22x115

1-WEB PL 115x22x139

1-FILL PL 167x9x115(SS400)

1-FLG PL 217x12x155

1-WEB PL 147x22x139

1-BASE PL 187x22x115

1-WEB PL 115x22x139

1-FLG PL 194x12x155

1-WEB PL 146x22x139

1-FILL PL 265x9x115(SS400)
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22

126.5
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2040
75

40

9

14

1
81

1
39

22
9

FP 10185151017410

1
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1-FILL PL 185x9x155(SS400)

1-FILL PL 174x9x155(SS400)

1-FILL PL 185x9x155(SS400)

1-FILL PL 174x9x155(SS400)

50221262251315

90 423
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橋脚天端

E
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アンカーボルトD51(SD345)

埋込み長=765mm

30

3
48

1
34

60°(7)
7

60°(7)
7

60°(7)
7

60°(7)
7

7

ボ
ル

ト
長
 
9
50

埋
込

み
長
 
7
65

アンカーボルトD51x950

1
85

削
孔

長
 
7
75

削孔径

φ61

エポキシ樹脂系注入材

(M48ネジ切り L=185)

3種ナット(M48用)

1種ナット(M48用)

ネ
ジ

切
り
長

1
85

45
75

2
6～

32

※アンカーボルトはネジ切り部のみ溶融亜鉛めっきを施すものとする。

D51

10

8

ワッシャー(M48用)

3
9～

33

無収縮モルタル t=30～42mm
σck=24N/mm2

既設SOLE

4-φ28孔

既設ボルト取替

既設SOLE

75 130 75

70
2
80

70

図面の種類

長 野 工 事 事 務 所

東日本高速道路株式会社　関東支社

図面番号

大成エンジニアリング株式会社

事 務 所 名

設計会社名

縮　  　尺 図  示

施工会社名

上 信 越 自 動 車 道

蛭川橋（下り線）Ａ２橋台　横変位拘束構造Ｍ－Ｇ８構造詳細図（その２）

横変位拘束構造Ｍ－Ｇ８構造詳細図（その２）

蛭川橋（下り線）　Ａ２橋台　

注記）

1.特記なき材質は全てSM400Aとする。

2.特記なきスカーラップは全てR50とする。

4.上部工補強は主桁と同等以上の防錆塗装

　を施すものとする。

3.工場製作は現場計測の上、最終決定のこと。

8.FP表記の開先溶接の箇所は、完全溶け込み溶接を用いる。

7.既設コンクリートへの削孔の際には、鉄筋探査を

　実施し、既設鉄筋は切断しないこと。

　また、既設鉄筋と干涉した場合は、断面照査の上に、

　アンカーボルト位置の調整を行うこと。

6.下部工付ブラケットは、全て溶融亜鉛めっき仕上げ

　とする。膜厚は、JIS H0401 HDZT77とする。

　ただし、ボルト・ナット類はHDZT49とする。

5.特記なき孔明けは、既設部材：φ24.5、

　新設部材：φ26.5とする。

S=1:25
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アンカーボルトD51x950
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削
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7
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削孔径

φ61

エポキシ樹脂系注入材

(M48ネジ切り L=185)

3種ナット(M48用)

1種ナット(M48用)

ネ
ジ

切
り
長

1
85

45
75

2
6～

32

アンカーボルト詳細図 S=1:12.5

※アンカーボルトはネジ切り部のみ溶融亜鉛めっきを施すものとする。

D51

10

8

ワッシャー(M48用)

下部工側ブラケット
G4桁

上部工補強

E - E

G - G

D - D

D D

4-H.T.B M22×95 (F10T)

補強材1基当り(製作数: 1基)

1-BASE PL 288x22x120

1-FLG PL 301x22x182

1-WEB PL 120x22x139

4- 六角ボルト M24×100 (強度 4.6)

1-FILL PL 167x9x120(SS400)

  1 -BASE PL  565×45× 560(SM400C)

  4 - アンカーボルト D51 x 950(SD345)

  4 - NUT M48 (第1種) (SS400)

  4 - NUT M48 (第3種) (SS400)

  1 -RIB PL  228×22× 126

  3 -WEB PL  343×22× 513

  1 -FLG PL  530×22× 358

ブラケット1基当り(製作数: 1基)

  3 -WEB PL  126×22× 182

  1 -FLG PL  212×22× 530

  1 -RIB PL  207×22× 126

  4 - WASHER M48(SS400)

緩衝材取付詳細図 S=1:12.5
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アンカーボルトD51(SD345)

埋込み長=765mm

無収縮モルタル t=30～42mm
σck=24N/mm2

G4桁

橋脚天端

1 - 緩衝材 212 x 50 x 400(クロロプレンゴム相当) <硬度55°±5°程度>

4 - BN M16 x 75(1-Uナット,2-W付)(SS400)(メッキボルト)

1-FLG PL 217x12x155

1-WEB PL 152x22x139

1-BASE PL 187x22x120

1-FLG PL 131x22x182

1-WEB PL 120x22x139

1-FLG PL 194x12x155

1-WEB PL 152x22x139

1-FILL PL 268x9x120(SS400)

1-BASE PL 288x22x120

1-WEB PL 120x22x139

1-FILL PL 167x9x120(SS400)

1-FLG PL 217x12x155

1-WEB PL 153x22x139

1-BASE PL 187x22x120

1-WEB PL 120x22x139

1-FLG PL 194x12x155

1-WEB PL 152x22x139

1-FILL PL 268x9x120(SS400)
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1-FILL PL 185x9x155(SS400)

1-FILL PL 174x9x155(SS400)

1-FILL PL 185x9x155(SS400)

1-FILL PL 174x9x155(SS400)

50221262251315
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アンカーボルトD51(SD345)

埋込み長=765mm

30

3
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1
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60°(7)
7

60°(7)
7

60°(7)
7

60°(7)
7

7

4
35

既設SOLE

4-φ28孔

既設ボルト取替

既設SOLE

80 130 80

70
2
80

70

図面の種類

長 野 工 事 事 務 所

東日本高速道路株式会社　関東支社

図面番号

大成エンジニアリング株式会社

事 務 所 名

設計会社名

縮　  　尺 図  示

施工会社名

上 信 越 自 動 車 道

蛭川橋（下り線）Ａ２橋台　横変位拘束構造Ｍ－Ｇ８構造詳細図（その３）

横変位拘束構造Ｍ－Ｇ８構造詳細図（その３）

蛭川橋（下り線）　Ａ２橋台　

注記）

1.特記なき材質は全てSM400Aとする。

2.特記なきスカーラップは全てR50とする。

4.上部工補強は主桁と同等以上の防錆塗装

　を施すものとする。

3.工場製作は現場計測の上、最終決定のこと。

8.FP表記の開先溶接の箇所は、完全溶け込み溶接を用いる。

7.既設コンクリートへの削孔の際には、鉄筋探査を

　実施し、既設鉄筋は切断しないこと。

　また、既設鉄筋と干涉した場合は、断面照査の上に、

　アンカーボルト位置の調整を行うこと。

6.下部工付ブラケットは、全て溶融亜鉛めっき仕上げ

　とする。膜厚は、JIS H0401 HDZT77とする。

　ただし、ボルト・ナット類はHDZT49とする。

5.特記なき孔明けは、既設部材：φ24.5、

　新設部材：φ26.5とする。

S=1:25
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記号説明

一般部外面

高カボルト接触部および現場溶接部（熱影響部以外）(外面)

高カボルト頭部および現場溶接部(外面)(熱影響部)

高カボルト接触部（接触面）

C5

F3

F11

J

区分

新設部材接触面(ケレン1種)

境界部(外面)(ケレン4種)

落橋防止構造 横変位拘束構造

新設部材接触面

(ケレン1種)

境界部(外面)

(ケレン4種)

7070

70

70

境界部(外面)

(ケレン4種)

F3

F11

J

C5

F3

境界部(外面)

(ケレン4種)

F3

境界部(外面)

(ケレン4種)

新設部材接触面

(ケレン1種)
C5

F3

J

F11

F3

境界部(外面)

(ケレン4種)

70

C5

F3

70

境界部(外面)

(ケレン4種)

新設部材接触面

(ケレン1種)

F3

70

境界部(外面)

(ケレン4種)

新設部材接触面

(ケレン1種)

F3

F11

F3

境界部(外面)

(ケレン4種)

70

新設部材接触面

(ケレン1種)

境界部(外面)

(ケレン4種)

7070

70

70

境界部(外面)

(ケレン4種)

F3

F11

JC5

F3

境界部(外面)

(ケレン4種)

F3

境界部(外面)

(ケレン4種)

70

JJ

70

70

70

新設部材接触面

(ケレン1種)

境界部(外面)

(ケレン4種)

境界部(外面)

(ケレン4種)

F11

F3

境界部(外面)

(ケレン4種)
境界部(外面)

(ケレン4種)
F3

F11

70新設部材接触面

(ケレン1種)
F3

A A
C C

A - A

B

B

B - B

C - C

D

D

D - D

S=1:25蛭川橋（上下線）　塗替塗装・塗膜除去工 塗分け区分図

図面の種類

長 野 工 事 事 務 所

東日本高速道路株式会社　関東支社

図面番号

大成エンジニアリング株式会社

事 務 所 名

設計会社名

縮　  　尺 1:25

施工会社名

上 信 越 自 動 車 道

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

蛭川橋（上下線）
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防
護
車
両

防
護
車
両

防
護

車
両

交通規制工 車線規制 Ａ１
図面の種類

長 野 工 事 事 務 所

東日本高速道路株式会社　関東支社

図面番号

大成エンジニアリング株式会社

事 務 所 名

設計会社名

縮　  　尺 -

施工会社名

蛭川橋 （上下線）

蛭川橋 （上下線） 交通規制工　車線規制　Ａ１

上 信 越 自 動 車 道 

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

防
護
車
両
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